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指定及び候補ルートの審議

▼ルート登録状況

候補登
録

年月日

指定

年月日 ルート名称

－ H17.05.09 支笏洞爺ニセコルート

－ H17.05.09 大雪・富良野ルート

－ H17.05.09 東オホーツクシーニックバイウェイ

－ H18.04.18 宗谷シーニックバイウェイ

H17.05.09 H18.11.13 函館・大沼・噴火湾ルート

H17.05.09 H18.11.13 釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ

H18.04.18 H20.05.12 萌える天北オロロンルート

H18.04.18 H21.05.13 十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート

H20.05.12 H22.05.17 十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間

H18.04.18 H23.07.29 十勝シーニックバイウェイ 南十勝夢街道

H21.05.13 H23.07.29 札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルー
ト

H20.05.12 H27.12.21 どうなん・追分シーニックバイウェイルート

H25.06.24 H29.10.24 天塩川シーニックバイウェイ

H25.06.24 層雲峡オホーツクシーニックバイウェイ

H30.11.05 空知シーニックバイウェイｰ体感未来道－

R01.09.20 知床ねむろ・北太平洋シーニックバイウェイ

日高シーニックバイウェイ

ルート名称 代表者名 代表者の所属 構成団体数
関係

市町村数

〈提案：候補→指定ルート〉
知床ねむろ北太平洋
シーニックバイウェイ

遠藤 修一
（えんどう しゅういち）

大地みらい信用金庫
理事長

27 8

〈提案：候補ルート〉
日高シーニックバイウェイ

工藤 仁
（くどう ひとし）

様似町商工会 31 7

令和4年9月29日ルート審査委員会にてルート指定・候補の推薦に関する審査を行った。

＜候補ルート⇒指定ルート＞
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シーニックバイウェイ北海道 今回の提案ルート
▼ルート登録状況

候補登録

年月日

指定

年月日
ルート名称

－ H17.05.09 支笏洞爺ニセコルート

－ H17.05.09 大雪・富良野ルート

－ H17.05.09 東オホーツクシーニックバイウェイ

－ H18.04.18 宗谷シーニックバイウェイ

H17.05.09 H18.11.13 函館・大沼・噴火湾ルート

H17.05.09 H18.11.13 釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ

H18.04.18 H20.05.12 萌える天北オロロンルート

H18.04.18 H21.05.13 十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート

H20.05.12 H22.05.17 十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間

H18.04.18 H23.07.29 十勝シーニックバイウェイ 南十勝夢街道

H21.05.13 H23.07.29 札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート

H20.05.12 H27.12.21 どうなん・追分シーニックバイウェイルート

H25.06.24 H29.10.24 天塩川シーニックバイウェイ

H25.06.24 層雲峡オホーツクシーニックバイウェイ

H30.11.05 空知シーニックバイウェイｰ体感未来道－

R01.09.20 知床ねむろ・北太平洋シーニックバイウェイ

日高シーニックバイウェイ

ルート名称 代表者名 代表者の所属 構成団体数
関係

市町村数

〈提案：候補→指定ルート〉
知床ねむろ北太平洋
シーニックバイウェイ

遠藤 修一
（えんどう しゅういち）

大地みらい信用金庫
理事長

27 8
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令和４年１２月２２日 
シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

 
 
 

シーニックバイウェイルートの指定について 
 
 
 

○シーニックバイウェイ北海道実施要綱第１８条第一項及び第二項の規定に基づき、 
次のとおりシーニックバイウェイルートの指定を行う。 

 
 
 

■指定ルート 
ル ー ト 名：知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイ 
関係市町村：羅臼町、標津町、中標津町、別海町、根室市、浜中町、厚岸町、 
      釧路町 
提 案 者：知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイルート運営代表者会議 

 
 
 

なお、上記の指定を行うにあたって、別紙の通りルート審査委員会（令和４年９月

２９日開催）からの意見を付記する。 
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シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

会長 岩田 圭剛  殿 

 

シーニックバイウェイ北海道 ルート審査委員会 

委員長 小林 英嗣 

 

ルート審査委員会 意見 

 

■シーニックバイウェイ指定ルート 

◆指定ルート全体に対する意見 

○優れた景観資源の有無及び地域資源の優位性 

・釧路湿原、霧多布湿原、春国岱、野付半島等他では見られない独特な自然地形や丹

頂鶴、オジロワシ等の動植物がもたらす地域資源や景観は、各々大変に優れたもの

である。それらを本ルートによって連携し、周遊・体感することでより一層、印象

深いものとなり、価値が高まり、大いに評価できる。 

・エリアは道外道内の日本国民はおろか諸外国からの訪問客に対して、深い感銘と驚

異をもって受け取られる極めてユニークで質の高い優位性を持っており、これまで

知られてきた部分より知られてこなかった部分を、知らせることにより、深く認識

され、再訪を繰り返すことにより更に深度化、拡張するであろう可能性とその優位

性が感じられる。 
 

○活動団体によるルート運営活動計画の主導的な推進、地域住民等と行政が一体となっ

た地域の魅力向上の取組、景観の質の向上、ルートのブランド化、地域の活性化 

・広大な地域を特色のある６つのサブルートに整理し、それぞれの特長を生かしつつ、 

 また相互に連携して相乗効果の発揮を目指して、着実に進んでいて評価できる。サ 

ブルート・サブエリアのコンセプトを一層明確に共有化した活動団体の多様な活動 

内容と人材を連携することが出来るフットパスによる横つなぎ活動の“地元学”化 

を期待したい。   

・住民が相対的に少なく住民と産業の密接度が高い本ルートにおいては、SBW の活動

団体のステークホールダーに地域住民も含まれると思われるので、地域を魅力的な

ものにする計画や活動に地域住民は基本的には賛同し、地域住民等と行政が一体的

に取り組まれていると理解できる。 

・景観の質の向上は、絶景景観の調査、調査後の保全・改善等で、やるべきことは認

識していると思われるので、具体的な実行計画の策定を進めることが望まれる。ま

た、四季を通じた“多様性のある地域価値の活用”と地域の活性化の工夫と発見を

期待したい。「世界中のトラベラーを癒す最果ての自然と美食の絶景海道」という

ルートのテーマを英文にして、世界の中でのブランド化を図るべきと考える。 
 

○社会的共通資本の構築 

・2050 目標のカーボンニュートラル社会への先導地域となることが充分に可能な各種

資源を持っている地域なので、アフター・コロナ社会に必要な社会的共通資本の再

構築やグリーン・カーボン、ブルー・カーボンを強く意識した活動の深化とそのア

ピールを期待したい。 
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視点２ 視点３ 視点４

審査委員 景観 自然 文化 歴史 レク

Ａ ○ ○ ○ ○ - 認められる 認められる 認められる 推薦できる

Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ 認められる 認められる 認められる 推薦できる

Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ 認められる 認められる 認められる 推薦できる

Ｄ ○ ○ - ○ ○ 認められる 認められる 認められる 推薦できる

Ｅ ○ ○ ○ ○ ○ 認められる 認められる 認められる 推薦できる

　※視点

１． 優れた景観資源の有無及び地域資源の優位性

２． 活動団体によるルート運営活動計画の主導的な推進

３． 地域住民等と行政が一体となった地域の魅力向上の取り組み

４． 景観の質の向上、ルートのブランド化、地域の活性化

・活動団体の熱意が資料から感じられる一方
で、行政の特定部門だけの連携とも感じるの
で、もっと行政の他部門や首長を巻き込む努
力が必要であるが、指定ルートになるのを
きっかけにアクションが起こしやすいのでは
と判断した。
・候補ルートに登録されてからの活動も積極
的であり、指定ルートになることにより、更
なる飛躍を期待したい。

景観の質の向
上
ブランド化
地域の活性化

シーニックバ
イウェイルー
トに推薦でき
るか否か

推薦する条件、又は、推薦できない理由

・全国のみならず世界に通じる価値を持って
いる多様な地域とそれを連携するサブルート
がしっかりと連鎖・連携した活動体であるこ
と評価した。

大型新人という評価がぴったりであり、既存
にSBルートにも参考になる取り組みが多数あ
る。指定後もさらなる高みを目指して取り組
んでいただきたい。

令和4年9月29日

 ルート審査委員会

知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイ

ルート審査委員会　審査結果

審査の視点

視点１ シーニックバイウェイルート指定の推薦の可否

国内において優位性が認められる主な地域資源

活動団体の主
導的な推進

地域の魅力向
上への取組
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知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイ 参考図 

 

 

ルートアイコン ルートコンセプト メインルート 

 

Route 1 
野生動植物に触れる 

国道 244 号、国道 334 号、国道 335 号、 
道道 950 号 

 

Route 2 
最果てを巡る 

国道 44 号、道道 35 号、道道 142 号 

 

Route 3 
絶景を走る 

道道 123 号、道道 142 号、道道 1039 号 

 
Route 4 
自然と美食を味わう 

国道 44 号、国道 391 号、道道 142 号、 
道道 1128 号 

 

Route 5 
フットパスを歩く 

国道 44 号、国道 243 号、道道 8 号、 
道道 69 号、道道 142 号、道道 1127 号 

 

Route 6 
交通・鉄道遺産を巡る 

国道 243 号、道道 13 号、道道 123 号、 
道道 774 号、道道 808 号、道道 863 号、 
道道 930 号、道道 1039 号 
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知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイ ルート運営代表者会議

ルート運営活動計画 

令和 4 年 9月 
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1 

第１章 ルートのエリアおよび概要 

 

１.１. エリアの概要 

知床ねむろ北太平洋エリアは、現在日本人が行くことのできる、日本の本土最東端の地です。

世界自然遺産の知床をはじめ、釧路湿原、厚岸湖・別寒辺牛湿原、霧多布湿原、風蓮湖・春国岱、

野付半島・野付湾といった 5 つのラムサール条約湿地といった世界に認められた自然があり、野

生動植物の宝庫でもあります。さらに、令和 3 年 3 月には「厚岸霧多布昆布森国定公園」が誕生

するなど、国内においても他の地域にはない特有の景観などが評価されています。 

当エリアでは、一万年前から途切れることなく人が暮らし続けた歴史を物語る日本最大の竪穴

群（標津遺跡群）等が発掘されています。そこで出土した多量の鮭の骨は、毎年秋に鮭を求めて

各地からこの地を訪れる人々の「道」の到着点であることを物語っています。また、アイヌの史

跡である「チャシ跡」と共に、途切れることなく続く人々の営みと自然との長い共生の歴史があ

り、縄文文化からアイヌ文化と本州とは異なる時代区分の文化が育まれてきました。その独特な

歴史、文化のストーリーが認められ、令和 2 年 6月には「『鮭の聖地』の物語」として日本遺産に

認定されました。 

産業としては、水産業や酪農業が大変盛んな地域であり、豊かな海がもたらす新鮮で美味しい

魚介類、広大な牧草地で育まれた乳牛からの上質なミルクやチーズなどの乳製品があります。 

それらを有する当ルートは、国道 44 号、国道 243 号、国道 244 号、国道 272 号、国道 334 号、

国道 335 号や北太平洋シーサイドラインを中心としてさまざまな魅力あふれる道が通っており、

オホーツク地域や阿寒・摩周国立公園などとも隣接しているため、広域観光としての広がりも期

待されます。 

羅臼町、標津町、中標津町、別海町、根室市、浜中町、厚岸町、釧路町で構成される当ルートで

は、フットパスやネイチャーガイド、NPO 法人等の関係団体が、あふれる自然の保全や景観を生か

した観光事業など積極的に取り組んでいますが、今後はシーニックバイウェイの制度のもと「美

しい景観づくり」「活力ある地域づくり」「魅力ある観光空間づくり」をさらに推進していきます。 

  

国道 334 号知床峠より、国後島を望む 
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１.２. 地理的範囲およびルート 

■ルートの地理的範囲 

 

 

 

 

 

 

ルートの構成地域と浮かび上がる鳥のシルエット 

  

当ルートは、日本の本土最東端に位置する、羅臼町、標津町、中標津町、別海町、根室市、

浜中町、厚岸町、釧路町で構成されており、エリアを縁取ると「野鳥の聖地」と言われる当

地に相応しく、鳥のカタチが浮かび上がります。 
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■メインルートおよび隣接（一部重複）するシーニックバイウェイルート 

 

メインルートおよび隣接するシーニックバイウェイルート図 

  

ルートアイコン ルートコンセプト メインルート 

 

Route 1 
野生動植物に触れる 

国道 244 号、国道 334 号、国道 335 号、 
道道 950 号 

 

Route 2 
最果てを巡る 

国道 44 号、道道 35号、道道 142 号 

 

Route 3 
絶景を走る 

道道 123 号、道道 142 号、道道 1039 号 

 
Route 4 
自然と美食を味わう 

国道 44 号、国道 391 号、道道 142 号、 
道道 1128 号 

 

Route 5 
フットパスを歩く 

国道 44 号、国道 243 号、道道 8号、 
道道 69 号、道道 142 号、道道 1127 号 

 

Route 6 
交通・鉄道遺産を巡る 

国道 243 号、道道 13 号、道道 123 号、 
道道 774 号、道道 808 号、道道 863 号、 
道道 930 号、道道 1039 号 
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4 

１.３. 構成地域の概要 

※人口・面積のデータ：令和 4年 3月末  

地 域 概 要 構成ルート 

 
世界自然遺産「知床」を形成する町。目の前に広がる「魚

の城下町」と言われるほど豊かな海は、シャチやクジラウォ

ッチングの聖地。知床半島では、貴重な自然を体験するだけ

でなく温泉や海産物の食を満喫することができる。 

【主な道路】 

国道 334 号、335 号、道道 87 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

羅臼湖トレッキングコース、 

羅臼温泉園地歩道、 

望郷の森タチニトレイル 
人口：4,512 人 面積：397.72 ㎢ 

 知床連山のふもとで知床半島と野付半島に抱かれるように

広がっている町。漁業と酪農が盛んで広大な自然が広がるこ

となどから「日本で最も美しい村」連合に加盟しており、歴

史的にも古くから人が住み遺跡も多く存在し、アイヌ文化の

継承なども盛んである。 

【主な道路】 

国道 244 号、335 号、道道 774 号、950 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

標津線跡フットパス、 

ポー川史跡自然公園木道 

【その他】 

旧標津線 
人口：4,925 人 面積：624.69 ㎢ 

 

 
開陽台から 330°見渡せる地平線と格子状防風林。どこま

でもまっすぐに続く道と雄大な酪農風景を存分に実感できる

町。町の発展に大きな役割を果たした鉄道遺産をはじめ開拓

の歴史も知ることができる。 

【主な道路】 

国道 272 号、道道 8 号、774 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

上武佐フットパス、丸山公園 

【その他】 

旧標津線、殖民軌道跡 

人口：22,661 人 面積：684.87 ㎢ 

 生乳生産量日本一を誇る酪農王国であり、「格子状防風林」

に囲まれる地平線まで広がる雄大な酪農風景がある。また、

ラムサール条約湿地「野付半島・野付湾」など世界的にも貴

重な自然に恵まれ、その海域では北海道遺産にも登録される

「打瀬舟」によるホッカイシマエビ漁の光景も見ることがで

きる。 

【主な道路】 

国道 243 号、244 号、272 号、道道 8 号、123 号、

363 号、364 号、475 号、930 号、950 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

別海町フットパス、野付半島木道 

【その他】 

旧標津線、別海村営軌道跡、奥行臼駅逓所 
人口：14,022 人 面積：1,319.63 ㎢ 

 
太平洋とオホーツク海に面し、日本本土最東端に位置する。

水揚げ日本一の「サンマ」や「花咲ガニ」など豊かな漁場を

持つ。また、ラムサール条約に登録される「風蓮湖・春国岱」

など自然も豊かで、野鳥の楽園としても知られている。 

【主な道路】 

国道 44 号、243 号、道道 35 号、142 号、 

1123 号、1127 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

厚床パス、明郷パス、初田牛パス、別当賀パス、 

おちいし岬パス、浜松パス、春国岱木道、 

東梅自然学習林 

【その他】 

花咲線、根室拓殖鉄道跡 人口：23,492 人 面積：506.25 ㎢ 

 漁業・酪農業を中心とした町で、国内有数の生産量を誇る

昆布や良質な牛乳などを生産している。特に牛乳は「ハーゲ

ンダッツアイスクリーム」の原料に使用されるほど高品質。

ラムサール条約や北海道遺産に登録される「霧多布湿原」は

海岸段丘や森林を含む湿原景観を一望できる。 

【主な道路】 

国道 44 号、道道 123 号、142 号、599 号、 

807 号、808 号、813 号、1039 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

ヤチボウズ木道、琵琶瀬木道、奥琵琶瀬木道、 

仲の浜木道、霧多布岬 

【その他】 

花咲線、浜中町営軌道跡 人口：5,365 人 面積：423.63 ㎢ 

 ラムサール条約に登録される「厚岸湖・別寒辺牛湿原」が

あり、その周囲から流れこむ豊かな栄養により育まれる「カ

キ」は全国的に有名である。また、平成 28 年には厚岸蒸溜所

でのウイスキーの蒸溜がはじまり、世界的にも注目され、新

たな地域資源となっている。 

【主な道路】 

国道 44 号、道道 14 号、123 号、221 号、 

813 号、1128 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

原生花園あやめヶ原、愛冠岬 

【その他】 

花咲線 
人口：8,581 人 面積：739.27 ㎢ 

 
ラムサール条約に登録される「釧路湿原」と太平洋に囲まれ

た自然豊かな町。釧路湿原を一望できる細岡展望台や、変化

に富んだ景観が続く太平洋沿岸など個性的な観光資源があ

る。 

【主な道路】 

国道 44 号、391 号、道道 142 号、1128 号 

【歩く道（フットパス・散策路）】 

細岡展望台、夢ヶ丘達古武遊歩道 

釧路町森林公園、尻羽岬 

【その他】 

花咲線、釧網本線 
人口：18,975 人 面積：252.66 ㎢ 
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5 

１.４. ルートの名称 

 

 

根室地域を表す「知床ねむろ」と釧路地域 3町を象徴する「北太平洋シーサイドライン」を合

わせたルート名称。英語名は「北海道の東の果ての美しい道」を端的に表現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■デザイナー 
 菊地 芙美子 氏（チーズ工房チカプ：根室市） 

 

■デザイン・コンセプト 
・1 市 7 町の地図のシルエットをベース 

・シンボルは道東観光の魅力のひとつであるオオワシ 

・「道をめぐる」というイメージを一筆書きで表現 

・羽の模様部分は、当ルート最大の魅力であるフットパスを靴のシルエットで表現 

・オオワシの下には湿地の地図記号を用いて湿原・海などの水を、またそこに反射する 

道東の美しい光を表現 

  

知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイ 

Far East Hokkaido Scenic Byway 
 

《ロゴマーク》 

 14



 

6 

１.５. ルートのテーマ、メインコンテンツとストーリー 

■ルートのテーマ 

 

 

 

 

知床ねむろ・北太平洋シーニックバイウェイは、日本の本土最東端にあり、世界自然遺産知床、

5 つのラムサール条約湿地、欧米を彷彿とさせる自然景観など多くの魅力溢れる資源を有してい

ます。また、水産業や酪農業が大変盛んな地域であり、豊かな海がもたらす新鮮で美味しい魚介

類、広大な牧草地で育まれた乳牛からの上質なミルクやチーズなどの乳製品があります。近年で

はウイスキーの蒸留所が操業を開始し、新たな地域文化を生んでいます。こうした特徴から、私

達のルートテーマは「世界中のトラベラーを癒やす、最果ての自然と美食の絶景海道」としてい

ます。 

 

■メインコンテンツ 

コンテンツ１《世界に認められた自然》 

世界自然遺産と 5 つのラムサール条約湿地など、最果ての地に凝縮された、世界が認めた他

に類を見ない自然。世界中のバードウォッチャーが憧れるバードウォッチングの聖地。7 種類も

の鯨類が大挙するホエールパラダイス。ヒグマは世界有数の生息密度を誇ります。 

コンテンツ２《特有の地理的条件や気候が育む、古代より受け継がれてきた美食》 

流氷や親潮・黒潮、多様な湿地が育む類い希なる水産資源を、先人の知恵や技術を受け継ぎ

ながら、国内最高峰の評価を受けるまでに発展させた海の幸や、不屈の精神で開拓し、日本有

数の酪農地帯となった根釧台地から生まれる質の高い乳製品は、味わう価値があります。 

コンテンツ３《総延長１００ｋｍにおよぶ「歩く道」》 

広い空。美味しい空気。田んぼも畑もない世界。広々した海岸線、根釧台地と多様な湿地が

作り出す牧草地や湿原には、フットパスや散策路、木道などが 100km にもおよび整備されてい

ます。多様な環境に、これだけ長く整備されている「歩く道」は、他にはない魅力です。 

コンテンツ４《一万年の時の流れの物語》 

最初に人々が定住した縄文時代以降、絶えず暮らしが続き、オホーツク文化やトビニタイ文

化といった独自の文化を形成しアイヌ文化へと流れていきます。海に面してつくられたチャシ

跡から眺める景観からは一万年の物語を感じることができます。 

コンテンツ５《根釧台地の開拓者魂と近代遺産》 

古来より共生してきたありのまま残る原風景に、明治期からの開拓者による知恵と魂を受け

継ぐ（語り継ぐ）ことのできる遺産や物語が共存する最果ての地。近代遺産や鉄道の廃線跡を巡

り、今日に至る物語とともに五感で感じることができます。  

～ 世界中のトラベラーを癒す、 

最果ての自然と美食の絶景海道 ～ 
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7 

ストーリー１《世界に認められた自然》の保全と活用 

 

 

 

 

 当ルートには世界自然遺産の知床と 5 つのラムサール条約湿地（釧路湿原、厚岸湖・別寒辺牛

湿原、霧多布湿原、風蓮湖・春国岱、野付半島・野付湾）といった、世界に認められた自然が残

り、他の地域にはない独特の景観を生みだしています。また、厚岸霧多布昆布森国定公園は、海

岸段丘や海食崖からなる特色ある海岸景観など貴重な自然を有し、内陸の根釧台地には山から海

へとつながる蛇行する川の淵に広大な牧草地と原野があるなど、エリア全体に多様で特異な自然

環境が広がっています。 

 このように自然環境が残っている当ルートは、野生動植物の宝庫でもあり、特に野鳥は、日本

で見られる野鳥の 6 割を超える種類が確認され、バードウォッチングの聖地として知られていま

す。外国人のバードウォッチャーに人気で北海道のビッグ 3 と呼ばれる、オオワシ、シマフクロ

ウ、タンチョウが全て見られるのはこの地域だけです。 

 そのほか、シャチやクジラなど 7 種類もの鯨類、トドやアザラシ、ラッコなどの海獣類、ヒグ

マ、エゾシカ、キタキツネなどの動物、植物では日本では根室市の落石岬でしか見られないサカ

イツツジ、本州では亜高山帯から高山帯でしか見られないマイヅルソウやハクサンチドリなどが

低地で見られるなど特異で希少な自然環境が広がっています。 

 当ルートでは、これらの恵まれた自然環境を維持するために、景観資源の調査や活動団体、行

政との情報共有、ラムサール条約湿地での清掃活動などを行い環境保全に貢献するとともに、持

続可能な形での観光資源として活用していきます。 

  

ラムサール条約湿地 風蓮湖・春国岱
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◆自然・景観に係る地域資源の詳細 
 

 

  

 17
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ストーリー2《特有の地理的条件や気候が育む、古代より受け継がれてきた美食》の活用 

 

 

 

 

 当ルートには、古代より江戸時代に至るまで先住民族アイヌが自然と共生し、サケを中心とし

た豊かな水産資源の恵みを授かることで発展を遂げています。さらに流氷や親潮・黒潮が生み出

す栄養豊かな海からの恵みは、ホタテやコンブ、ウニ、サンマや花咲ガニなど希少性の高い当地

域ならではの水産資源を育んでいます。養殖技術についても確立しており、ウニやカキ、コンブ

などの水産資源が安定して生産されます。 

 また、この地特有の頻繁に発生する海霧によりミネラル分を豊富に含んだ霧が、広大な根釧台

地の牧草地に降りかかり、その牧草を食べて育った牛は極めて高い乳質を生み出します。高級ア

イスクリームとして世界に知られるハーゲンダッツの原料としても使用されるほどです。質の高

い生乳から作られるチーズやソフトクリームなどの乳製品。これらを現地で食すことは「美味し

いものを食べる」という旅の目的にもなります。 

 当地域は、前述のほか、エゾシカのジビエといった大地の恵みを味わうこともできます。さら

に厚岸町では平成 28 年から厚岸蒸溜所でウイスキーの蒸溜が始まりジャパニーズウイスキーが

生産され、世界的にも注目を浴びています。 

 当ルートでは、活動団体と水産業や酪農業、飲食事業者などが連携することにより、これら美

食についての情報発信や、観光コンテンツとしての磨き上げを行うための情報共有、シーニック

カフェや道の駅の活用などを行い、通年でのコンテンツ整備に繋げていきます。 

 

  

当ルートで連携し「ジモトナタビ 食で応援！キャンペーン」 

の景品として開発した地元特産品詰め合わせ 

 18



 

10 

◆食に係る地域資源の詳細 
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11 

ストーリー3《総延長１００ｋｍにおよぶ「歩く道」》の保全と活用 

 

 

 

 

 当ルートには、海岸線を歩くフットパス、酪農地帯を歩くフットパス、国鉄旧標津線をたどる

フットパスや散策路、湿原や原生花園を歩く木道、岬を歩く遊歩道、世界自然遺産知床のトレッ

キングなど、当地ならではの長大な「歩く道」があります。 

 平成 27年度から根室地域において、フットパスの活動団体や行政などが連携し、フットパスの

整備と普及を中心とした地域振興に取り組んできましたが、更なる広域的な地域活性化を目指し、

シーニックバイウェイの枠組みで広く連携し、清掃活動や草刈りなど継続的に維持管理を行うこ

とで、いつ来てものんびり歩ける環境を提供します。 

 また、フットパスのほかネイチャークルーズなど、当地域にある他の観光資源と組み合わせた

観光体験ツアー等、「また来たい」と感じてもらえるコンテンツやモデルコースの造成を目指しま

す。 

 また、冬期においても、当地域特有のアクティビティである羅臼町の流氷クルーズや別海町の

野付半島での氷平線ツアー、オオワシなどのバードウォッチング、スノーシュートレッキングと

いったさまざまなアクティビティについても、地域で連携して組み合わせた観光コンテンツの造

成を行い、活用します。 

 

 

 

  

広大な牧草地を歩き海岸の絶景と開拓の歴史をみる 別当賀パス 
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12 

◆観光「歩く道」に係る地域資源の詳細 
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13 

ストーリー4 《一万年の時の流れの物語》の保全と活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当ルートには、古来より人々が共生してきた自然がありのままの姿で残る原風景と、縄文、続

縄文文化からアイヌの人々の祖型の文化と考えられる擦文時代、オホーツク文化、トビニタイ文

化、そしてアイヌ文化へと続く文化・伝統を受け継ぐ遺産や物語があります。 

 特にサケなどの豊かな水産資源に恵まれた根室海峡は、絶えず人々の暮らしが続き、江戸時代

には先住民のアイヌ人とそのサケを求め北上してきた和人、資源を求め南下してきたロシア人と

の間で交流と衝突が繰り返されました。しかし、サケの質と量の豊かさから水産業が栄え、北海

道の交易の中心となった当地では、根室の金刀比羅神社を筆頭に漁業の守護神を祀る文化が今も

地域に根付いています。明治時代には北海道開拓使により、サケは缶詰などに加工されヨーロッ

パなど世界へとつながっていきました。 

 その独特な歴史、文化のストーリーが認められ、令和 2年 6月には「『鮭の聖地』の物語」とし

て日本遺産に認定されています。 

 当地域に点在するチャシ跡は、アイヌの人々が聖地として、また砦として使用し、1789 年のア

イヌ人と和人の戦いであるクナシリ・メナシの戦いとも関わりの深い大変貴重なものであり、そ

の眼前に広がる景色や、標津遺跡群伊茶仁カリカリウス遺跡に代表される日本最大の竪穴群から

は一万年に渡る先住民の生活の息吹を今も感じることができます。 

  

アイヌの人々の砦や祭祀の場所であった「チャシ」跡 ヲンネモトチャシ跡 
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14 

◆歴史・文化に係る地域資源の詳細（一万年の時の流れの物語） 
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15 

ストーリー５ 《根釧台地の開拓者魂と近代遺産》の保全と活用 

 

 

国登録有形文化財・近代産業遺産（明治公園のサイロ） 

 

 

 当ルートは、冷涼な気候により安定した農業を拒みつづけた根釧台地に広がっています。明治・

大正以降には全国からの屯田兵や入植者による開拓が進み、一大産業へと成長していきました。

特に内陸への進出には殖民軌道網（馬やガソリンカーが運行する簡易鉄道）や旧国鉄標津線が大

きな役割を担いました。 

 不屈の精神で厳しい自然と向き合い広大な原野を切り拓いた開拓者の思いや、国の農業政策な

どにより高度成長期まで根釧台地の開拓が進められ、北海道遺産である格子状防風林や広大な牧

草風景に象徴される現在の酪農景観が誕生しました。 

 そのほかにも、根室市明治公園にある三基のレンガ作りのサイロや中標津町の上武佐ハリスト

ス正教会など、多くの近代遺産が開拓の歴史を今に伝えています。 

 また、第二次世界大戦後は北方領土におけるロシア（旧ソ連）との領土問題が生じ、隣接地域

として、今日の共同経済活動の議論に至るまで交渉が継続しているなど、まだ終わらない戦後が

存在しています。 
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◆開拓・近代遺産に係る地域資源の詳細 ～開拓の礎－鉄道網の発展－～ 
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◆開拓・近代遺産に係る地域資源の詳細 ～近代開拓と産業遺産－～ 
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◆開拓・近代遺産に係る地域資源の詳細 ～まだ終わらない戦後－北方領土－～ 
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第２章 ルートの課題 

 

 

ルートのテーマである「世界中のトラベラーを癒す、最果ての自然と美食の絶景海道」と 5 つ

のストーリーを実現するためには、次の課題を解決する必要があります。 

 

２.１. 観光資源の磨き上げと受入体制の強化 

 

 観光資源の保全と磨き上げ 

 当地域は、他に類を見ない自然があり、観光に活用するためには、環境保全、景観を維持する

ための仕組みづくりが必要と考えています。そのため、自然を守るための教育、ガイドの育成、

環境保全や整備に携わる人材の確保といったことが課題となっています。これらの課題に取り組

むことにより、自然を観光資源として持続的な活用が可能となると共に、磨き上げにつながるも

のと考えています。 

 

 受入体制の強化 

 当地域の観光客の特徴は、季節偏在が大きく夏季に集中していることから、通年で安定した誘

客が必要です。特に冬期は、バードウォッチングや流氷、氷平線など魅力的な観光コンテンツが

あるにも関わらず、エリア全体としては入込数が少ないことが課題となっていることから、二次

交通の整備や閑散期を中心に、四季折々で楽しめる新たな観光資源の掘り起こしや魅力づくりが

必要です。 

 また、宿泊施設のキャパシティが小さいため、観光入込客数に対する宿泊客の割合が全道平均

に比べて低く、典型的な通過型の観光地となっていることから、長期滞在化や当地域のファンを

醸成しリピーターをいかに増やすかが課題となります。 

 さらに当地域は、インバウンドの対応に係る受入環境が整っていない状況です。多言語対応ガ

イドやアクティビティはもちろんのこと、案内看板やパンフレット、レンタカーを利用する外国

人旅行者向けの道路情報なども、多言語化がされていない情報が多く、外国人旅行者の必須条件

となるキャッシュレス、洋式トイレ、Wi-Fi など、ソフト、ハード両面での整備が課題となってい

ます。 
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２.２. 地域間連携の強化 

 「美しい景観づくり」に重要な清掃活動には、活動

団体だけではなく自治体や地域住民、企業や団体な

ど、幅広い連携が不可欠です。 

 また、当ルートの大きな魅力である「美食」につい

てもより一層磨きをかけるためには、地域間や農林水

産業など地場産業の団体・個人との連携をさらに深め

ていく必要があります。 

 さらに、当地域は高齢化や人口減少による担い手不

足により、団体での活動の規模が縮小する傾向にあり

ます。このような状況を解決するために、多様な活動団体が協力、連携して地域が一体となって

活動を推進していくことが課題となっています。 

 

２.３. 情報共有および情報発信の強化 

 当ルートは世界自然遺産、5 つのラムサール条約湿地など、世界が認める自然の宝庫であり、オ

オワシやヒグマ、シャチなど多様な野生動物と出会え、広大な酪農景観、知床半島や国後島の遠

望など美しい風景が楽しめる地域です。また、人口密度は東京都の 1/290 と「究極のソーシャル・

ディスタンス」が保てる地域という優位性がありますが、知床など一部の観光資源を除くと、情

報発信が不足しているため、観光資源の認知度が低く、あまり知られていません。 

 今後は With コロナ、After コロナの旅行先として真っ先に選ばれるよう、当ルートの魅力を積

極的に発信していくことが課題となっています。 

 

 

  

「清掃月間」の活動のひとつ、 

北方原生花園清掃活動 
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第３章 ルートの活動理念・目標（目指す姿）・活動内容 

 

 

３.１. ルートの活動理念 

 当ルートが継続的に活動を実施していくため、次の理念を定めました。 

 

 「当ルートはシーニックバイウェイの活動を通して、当地が有する世界レベルの自然、美

食、産業や歴史・文化などを守り育てながら持続可能な利活用を行い、地域の活性化に貢献

します。」 

 

３.２. 目標（目指す姿） 

 COVID-19 流行前の当エリアの観光客入込数は、およそ 280 万人、インバウンド観光客ののべ宿

泊数は、約 1万泊で増加傾向を示していたものの、流行後の観光客入込数は、以前の約６割の 160

万人、インバウンド観光客ののべ宿泊数は、約 9割 5 分減の 654 泊と激減しました。 

 しかし、このコロナ禍でマイクロツーリズムやパーソナルトラベル等に見られる旅行形態が生

まれ、私たちは、今対応を求められています。変容する旅行形態やインバウンド観光客の激減な

どを踏まえた受け入れ体制や地域間連携、情報共有の強化、国内観光客向けの情報発信につなが

る取り組みを進め、これまでルート内の 1 市 7 町がほぼ単独で行っていた地域の情報発信を道で

結ぶエリアとして一体感をもって発信することで活力ある地域づくりを目指さなくてはなりませ

ん。 

 そこで、インバウンド観光客の需要回復に備え、当地が有する世界レベルの自然、美食、産業

や歴史・文化を、観光資源として SDGs を取り込みながら、地域が一体となってさらに磨き上げ、

活用することで、全世界から観光客を受け入れることができる魅力ある観光空間づくりを目指し

ます。 

 さらに、活動団体だけではなく自治体や地域住民、企業や団体などと幅広く連携し、清掃活動

やフットパスの維持管理など、持続できる美しい景観づくりの仕組みの構築を目指します。 
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３.３. 活動内容 

 シーニックバイウェイの活動の柱である「美しい景観づくり」、「活力ある地域づくり」、「魅力

ある観光空間づくり」を通じて、ルートの活動理念や目標（目指す姿）を達成すために、ルート

内で連携して幅広い活動を展開していきます。 

 

課題に対する目標（目指す姿）と活動内容 

 

  

目指す姿 【美しい景観づくり】 【活力ある地域づくり】 【魅力ある観光空間づくり】

地域の環境・景観を

魅力的にする活動

地域資源を生かした

連携や情報発信

観光客の満足度を上げる

地域資源の磨き上げ

●景観資源調査

　・ルートテーマの絶景資源の調査

　・調査後の保全、改善方法の提案

●フットパスの整備と維持管理

　・総延長100㎞におよぶ「歩く道」の維持

　 管理

　・新規フットパスの整備

●ラムサール条約登録湿地での環境保

　全活動

　・希少動植物の調査活動

　・環境保全活動に係るモニタリング

●観光商品の開発と磨き上げ

　　・オリジナル商品の開発

●アウトドア勉強会の開催

　・アウトドアガイドセミナーの開催

●冬の観光メニューの調査・開発

　・冬期観光コンテンツの調査・開発

　・アウトドアガイドや旅行会社との連携

　・インバウンド向け観光コンテンツの調

    査

●観光商品の開発と磨き上げ

　・６つのルートコンセプトの活用

　・オリジナル商品の開発

●清掃活動

　・清掃月間に当ルート内での清掃活動

●地域づくりのためのセミナー開催

　・地域団体、住民などが参加できる

　　セミナー内容の企画・実施

●ルート内資源での連携したツアー、イベ

   ントの開催

　・モニターツアーの開催

●道の駅と連携した地域づくり

　・連携事業（パネル展の開催等）の実施

　・サイクルポートのなどの設置

●清掃活動

　・ゴミ拾いアプリ「ピリカ」の周知、活用

　・活動団体に呼びかけビューポイントで

    の清掃活動

　・道の駅での清掃活動

●フットパスの整備と維持管理

　・活動団体連携による維持管理活動

　・大学等との連携による維持管理活動

●冬の観光メニューの調査・開発

　・アウトドアガイドや旅行会社との連携

●観光商品の開発と磨き上げ

　・食などのコンテンツ開発のための連携

●隣接ルートと連携した観光コンテンツ造

　 成や磨き上げ、イベントの開催

　・サイクルツーリズムの充実

●情報の発信

　・活動の情報を発信し、理解を広げる

●情報の一元化に向けた情報収集、整理

　・地域の魅力を一元的にみられるような

    SNSやHPなどでの発信

　・地域の魅力を伝える写真展

　・ジモトナタビ（SNSでの）キャンペーン

●隣接ルートとの連携体制の構築

　・隣接ルートの活動情報を広域情報とし

   て発信

●情報の発信

　・地域の魅力を伝える写真展の開催

　・観光PRイベントへの出展

●インバウンド向けの観光情報の整理、

   発信

　・多言語による情報発信

　・受入可能な観光施設ガイドの情報収

   集

　・ATWS2023、コロナ後に向けた情報発

   信

地

域

間

連
携

の
強
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【美しい景観づくり】地域の環境・景観を魅力的にする活動 

 

 観光資源の磨き上げと受け入れ態勢強化 

１）-1 観光資源の保全と磨き上げ 

■景観資源調査 

 当ルートの優れた景観を把握し、保全するため、また景観阻害物等の確認を行い、改善の実施

や提案をすることによる良好な景観形成を目指すため、景観資源調査を行っていきます。 

 調査結果を踏まえて、清掃活動等の環境保全活動や地域連携による景観改善等の活動につなげ

ていきます。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 3 年度に地域、道路管理者等行政と協働で羅臼町を中心とする標津町、別海町での沿道

景観調査を実施しました。今後は、調査結果を踏まえた保全活動等を実施します。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・景観調査未実施地域（中標津町、根室市、浜中町、厚岸町、釧路町）を中心とした景観資源

調査の実施 

  ・景観調査の結果取りまとめおよび保全活動、景観改善等の実施  ほか 

 

■フットパスの整備と維持・管理 

 当ルートの地理的範囲のすべての地域にフットパスコースや木道等の歩く道が整備されていま

す。これまでも当地域の観光資源として保全、管理されてきましたが、ルートの活動として継続

していきます。また、新たなフットパスの造成に向け、新規フットパスの整備を行っていきます。 

 【これまでの取り組み】 

  別海町の旧標津線フットパスにおいて、令和元年度に点検、令和 2 年度に草刈り等の整備を

実施した。令和 4年度は、羅臼町の海岸を歩く、フットパスの試行を実施し、新たなフットパ

スの可能性について、調査を実施した。 

  また、根室フットパスにおいては、新型コロナウイルス感染症拡大防止ため中止している専

修大学や釧路公立大学と連携したフットパス整備を継続する（平成 30 年度まで継続実施）。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・活動団体による新たなフットパスの整備を継続 

  ・活動団体による既存フットパスの維持・管理の実施 

  ・別海町、根室市以外のフットパスについての整備等課題の整理、整備体制の構築 

  ※活力ある地域づくり、魅力ある観光空間づくりともつながる活動 
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■ラムサール条約湿地での環境保全活動 

 ラムサール条約湿地において、木道維持管理や環境の変化を把握するために行われているアマ

モのモニタリングなどの環境教育に関わる活動を当ルートとしてサポートなどを実施します

（SDGs の目標のひとつ「4 質の高い教育をみんなに」に該当）。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・令和 3 年に指定された「厚岸霧多布昆布森国定公園」に位置する霧多布湿原、別寒辺牛湿

原に関する情報収集、木道維持管理等に係る連携の実施 

  ・野付半島の国有林における国と連携した生息調査活動への協力 

  ・ラムサール条約湿地での希少鳥類、渡り鳥モニタリング調査活動等への協力 

  ・環境保全に係るモニタリング等の情報収集や連携の実施  ほか 

 

 

１）-2 受入態勢の強化 

■清掃活動 

 日本離れした、類い希なる「最果ての絶景海道」の景観を維持するため、毎年 5 月を「清掃月

間」とし、地域住民や各種団体、行政等と幅広く連携しながら、沿道、湿原、海岸等での清掃活動

を実施します（SDGs の目標「14 海の豊かさを守ろう」「15 陸の豊かさも守ろう」に該当）。また、

5 月のみではなく、駐車帯等の沿道での清掃活動を実施します。 

 【これまでの取り組み】 

  毎年 5 月を清掃月間として主に活動し、令和元年は、根室市の北方原生花園、海岸周辺、浜

中町の霧多布湿原周辺、厚岸町の別寒辺牛湿原での清掃活動を実施しました。令和 2 年度、3

年度、4 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止ため、根室市の北方原生花園のみで実施

しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・清掃月間の継続実施 

  ・根室市、浜中町、厚岸町以外の地域を含めた新たな清掃活動の展開 
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 地域間連携の強化 

■清掃活動 

 前述の毎年 5 月の「清掃月間」として活動を実施しますが、地域間連携の強化を目的とし、コ

ロナ禍おいての三密を避けた清掃活動として地域が連携するため、ゴミ拾いアプリ「ピリカ」の

周知、活用を実施します。 

 また、ビューポイントパーキングや道の駅など、既存の地域資源や施設での活動を強化し、地

域間連携を図ります。 

 【これまでの取り組み】 

  コロナ禍での活動の停滞を改善するため、三密を避けて清掃活動を行うため、令和 3 年度、

4 年度に、ゴミ拾い SNS アプリ「ピリカ」を活用したジモトナタビ×清掃活動を提案し、個別

の清掃活動を展開しました。また、行政との連携として、「道の駅」クリーンアップ大作戦 2021

秋の陣及び 2022 春の陣（道の駅おだいとう）に参加し、清掃活動を実施しました。 

  令和 4 年度には、羅臼町のビューポイントパーキングでの清掃活動・剪定活動の現地確認を

実施しました（10 月に活動実施予定）。また、釧路町の別保原野パーキングでの清掃活動を実

施しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・ビューポイントパーキング清掃活動の実施 

    羅臼町 峯浜パーキング（国道 335 号） 

    別海町 トドワラ駐車公園（道道 950 号 野付風蓮公園線） 

  ・その他、メインルートでの清掃活動の実施 

    釧路町 別保原野パーキング（国道 44号） 

  ・ゴミ拾い SNS アプリ「ピリカ」の周知を図り、地域住民の取り組みにもなるよう展開 

 

 

 情報共有および情報発信の強化 

■情報の発信 

 当ルートで実施する景観資源調査、フットパスの整備と維持管理、清掃活動などについて、令

和元年度に開設した WEB サイト、令和 2 年度に Facebook、Twitter、Instagram で情報発信を行

い。活動の周知や参加の募集などを実施します。 

 【これまでの取り組み】 

  WEB サイトや SNS（Facebook、Twitter、Instagram）により、活動に際して、事前及び結果に

ついて情報発信しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・WEB サイト、SNS を活用した情報発信の継続 
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【活力ある地域づくり】地域資源を生かした連携や情報発信 

 

 観光資源の磨き上げと受け入れ態勢強化 

１）-1 観光資源の保全と磨き上げ 

■観光商品の開発と磨き上げ 

 当ルートの各地域において、海産品、乳製品、ジビエ、日本酒やウイスキーといった地酒など、

この地域ならではの多様な商品があります。これらの商品を地元特産品の詰め合わせとして、商

品開発し、ルートの活動である「ジモトナタビ 食べて応援！キャンペーン」の景品に活用して

地域の特産品の PRを実施しました。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2 年度にコロナ禍における飲食店の応援、地元飲食店、おすすめ料理の再発見を目的と

して実施した「ジモトナタビ 食べて応援！キャンペーン」に際して、参加者への景品として、

地元特産品の詰め合わせを商品開発しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・当ルートの特産品の情報収集、整理およびオリジナル詰め合わせ商品の開発 

 

 

１）-2 受入体制の強化 

■地域づくりのためのセミナーの開催 

 当ルートには、フットパスをはじめとした観光資源が豊かですが、地域間連携が図られていな

い状況です。そのため、フットパス・ロングトレイル関係者が一堂に会し、フットパス・ロング

トレイルの運営にあたり共通認識を持ち意見交換を行うとともに、関係者間の連携強化を図るこ

とにより、今後の地域観光の振興を推進するため、行政と連携し「フットパス・ロングトレイル

広域化検討会セミナー」などを年 1回、開催します。 

 【これまでの取り組み】 

  アウトドアガイドや写真家等の専門家を招聘して、フットパス・ロングトレイル広域化検討

会セミナーを毎年 1回開催しました。 

  今後は、地域連携も図れる内容をセミナーのテーマとし、テーマにあう専門家の招聘、地域

関係者が広く参加できる開催方法で、継続して開催していきます。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・行政などと連携したフットパスセミナーの開催 

  ・フットパス・ロングトレイル関係者のみならず、他業種、地域住民等幅広い人に参加がで

きるようなテーマや開催方法で実施 
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 地域間連携の強化 

■フットパスの整備と維持・管理 

 当ルートの地理的範囲のすべての地域にフットパスコースや木道等の歩く道が整備されていま

す。これまでも当地域の観光資源として保全、管理されてきましたが、高齢化や人材不足等によ

り、維持・管理が困難な地域があります。 

 そのため、地域間連携などにより持続可能な体制を構築し、整備、維持・管理を行っていきま

す。 

 【これまでの取り組み】 

  別海町の旧標津線フットパスにおいて、令和元年度に点検、令和 2 年度に草刈り等の整備を

実施した。令和 3 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、参加者募集を羅臼町、

標津町、中標津町、別海町、根室市に限定するなど、感染対策を行い、実施した。 

  また、根室フットパスにおいては、新型コロナウイルス感染症拡大防止ため中止している専

修大学や釧路公立大学と連携したフットパス整備を継続する（平成 30 年度まで継続実施）。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・活動団体および大学との連携による新たなフットパスの整備を継続 

  ・活動団体および大学との連携による既存フットパスの維持・管理の実施 

  ・別海町、根室市以外のフットパスについての整備等課題の整理、整備体制の構築 

  ・持続可能な整備及び維持管理体制を構築することや活動団体と観光客などを結びつけるこ

とを目的とした「フットパス整備ボランティアツアー」等、商品化の企画、実施 

  ※美しい景観づくり、魅力ある観光空間づくりともつながる活動 
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 情報共有および情報発信の強化 

■情報の一元化に向けた情報収集、整理、発信 

 当ルートは東西南北に広く、地域間の情報が共有されていないといった課題があります。そこ

で、地域ごとにある個々の観光資源を情報収集、整理することにより、効率よく情報発信ができ

るよう一元化し、管理できるような仕組みを構築します。 

 また、ジモトナタビキャンペーンとして実施するフォトコンテント応募作品から新たに発掘さ

れた景観資源やグルメスポット等の情報を整理し、写真の活用等情報発信に活用します。 

 情報発信は、当ルートの WEB サイトや Facebook、Twitter、Instagram 等の SNS を活用し、旬な

観光情報や道路情報等を発信するほか、ルート内で撮影された作品を展示する写真展等を開催し、

地元の魅力を伝えます。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2年度に当ルートのホームページ、SNS である Facebook、Twitter、Instagram を開設し、

情報発信を実施した。 

  また、令和 2 年度にジモトナタビ応援キャンペーン インスタグラム・フォトコンテスト、

ジモトナタビ 食べて応援！キャンペーン（地元飲食店で食べたものをインスタグラムに投稿）

を実施し、観光資源の情報収集、整理を行いました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・WEB サイト、SNS を活用した情報発信の継続 

  ・新たなジモトナタビキャンペーン実施  ほか 

 

■隣接ルート（釧路湿原・阿寒・摩周 SBW、東オホーツク SBW）との連携体制の構築 

 当ルートに隣接して、釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイと東オホーツクシーニック

バイウェイの２つのルートがすでに活動されています。それら取り組みのなかで情報発信につい

て参考にするとともに、当ルートの SNS を活用した情報発信や広報媒体において、隣接ルートの

取り組みを入れるとともに、広域連携の視点も考慮して実施していきます。 

 【これまでの取り組み】 

  令和元年度に制作した当ルートの魅力を伝えるツールとなるガイドマップに、隣接ルートの

名称や道の駅、観光スポットなども掲載しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・SNS を活用した情報発信時に隣接ルートの情報などのシェアの実施 

  ・当ルートの広報媒体には隣接ルートの情報掲載の実施 

 

 

  

 37



 

29 

【魅力ある観光空間づくり】観光客の満足度を上げる地域資源の磨き上げ 

 

 観光資源の磨き上げと受け入れ態勢強化 

１）-1 観光資源の保全と磨き上げ 

■アウトドア勉強会の開催 

 当ルートを訪れる人々が満足し何度も繰り返し訪れていただけるよう、アウトドアガイドや観

光関係者を対象とした勉強会の開催もしくは支援し、観光の「質の向上」を図ります。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2 年度にアウトドアガイド WEB 講演会（5 月）、セミナー（12 月）、令和 3 年度にアウ

トドアガイドセミナー（12 月）を開催しました。 

  今後は、継続した勉強会（セミナー）の実施や開催を協力します。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・アウトドアガイドセミナー開催 ほか 

 

■冬の観光メニューの調査・開発 

 当ルートの地域は、個々に冬期の観光コンテンツがあるものの、まだ少ない状況である。活動

団体やアウトドアガイド、旅行会社、交通事業者等との意見交換を通じて、さらなる冬期の観光

コンテンツの調査を行うとともに、新たな観光商品の開発や観光商品の磨き上げにつながる情報

を共有し、観光メニューの開発を行います。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2 年度に活動団体である知床ねむろ観光連盟や知床羅臼町観光協会、根室市観光協会で

冬期コンテンツ（スノーシュートレッキング・氷下待網漁の見学など）の専門家によるモニタ

ーツアーを実施しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・新たな冬期観光コンテンツの情報収集、モニターツアーの実施による商品化 

  ・冬期観光コンテンツを組み合わせた冬期観光メニューの開発、ツアー実施 

  ・冬期観光コンテンツを組み合わせた観光タクシーなどの二次交通の整備の実施 ほか 
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■観光商品の開発と磨き上げ 

 旅の目的となるような、当地域の魅力を伝える観光コースやコンテンツの提案、ここでしか手

に入らない商品の開発、活用により、旅の満足度向上を図ります。 

 【これまでの取り組み】 

  令和元年度に地域の魅力を高めるため、地域ごとにある個々の観光素材をテーマ性の 6 つモ

デルルートを造成し、当ルートの魅力を伝えるツールとなるガイドマップを制作しました。 

  また、在日外国人や旅行会社を対象としたモニターツアーを実施し、地域の観光資源を見て、

体験していただき、地域の観光関係者との意見交換会を実施しました。 

  今後は、ロゴマーク、ガイドマップの継続した活用と、モニターツアー結果を踏まえた商品

開発やモニターツアーを実施します。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・6 つのドライブコースについて、周遊ドライブ・サイクルルート（Route 1）や周遊バスル

ート（Route 2）、広域観光ルートの Web マガジン取材記事（Route 3・5）、アドベンチャー

トラベルのカヌーのコンテンツ（Route 4）、地域団体と連携した鉄道とフットパス企画ツア

ー（Route 6）など、それぞれの特色を生かした情報発信や商品開発、磨き上げの実施 

  ・ルート内の観光コンテンツの組み合わせによる観光メニューの造成、販売の実施 

  ・通年で楽しむことができる観光コンテンツ造成、磨き上げの実施 

  ・多言語化等インバウンドに対応した受け入れ体制の構築 

  ・当ルートオリジナル商品の開発 

  ・新たなジモトナタビキャンペーン実施  ほか 

 

 

１）-2 受入体制の強化 

■ルート内資源で連携したツアー、イベントの開催 

 一元化した情報を活用し、ルート内の資源である産業遺産や酪農景観、フットパス等を組み合

わせたツアーメニューを造成し、ツアーやイベントを開催します。 

 【これまでの取り組み】 

  令和元年度にルートの南側に位置する別海町、根室市、浜中町、厚岸町、釧路町の地域にお

いて、在日外国人や旅行会社を対象としたモニターツアーを実施し、地域の観光資源を見て、

体験していただき、地域の観光関係者との意見交換会を実施しました。 

  今後は、当ルートでの未実施地域（羅臼町、標津町、中標津町）等でのモニターツアーの実

施や、ツアーやイベントを開催するほか、人が集まる地域のイベント等への参加しルート活動

の PRを実施していきます。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・モニターツアー開催による、活動団体や交通事業者と連携したツアー商品の造成 

  ・PR キャンペーンやイベントの開催  ほか 
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■道の駅と連携した地域づくり 

 当ルートにある 4つの道の駅（知床・らうす、おだいとう、スワン 44 ねむろ、厚岸グルメパー

ク）で連携を図るため、「知床ねむろ・北太平洋シーニックバイウェイ道の駅連携協議会」を立ち

上げました。キャンペーンやイベント等の連携事業を推進し、相乗効果による観光客の満足度や

利便性向上を狙います。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2年度は、ジモトナタビ応援キャンペーンの活動の中でルート内の道の駅 4か所（知床・

らうす、おだいとう、スワン 44 ねむろ、厚岸グルメパークでドライブ観光アンケートを実施

し、観光客の特徴や目的を把握するとともに、地域の課題を整理しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・連携事業（パネル展の開催、商品開発等）の実施 

  ・道の駅や観光スポットでのサイクルポートなどの設置  ほか 

 

 

 地域間連携の強化 

■冬の観光メニューの調査・開発（【再掲】活力ある地域づくり） 

 当ルートの地域は、個々に冬期の観光コンテンツがあるものの、まだ少ない状況である。活動

団体やアウトドアガイド、旅行会社、交通事業者等との意見交換を通じて、さらなる冬期の観光

コンテンツの調査を行うとともに、新たな観光商品の開発や観光商品の磨き上げにつながる情報

を共有し、観光メニューの開発を行います。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2 年度に活動団体である知床ねむろ観光連盟や知床羅臼町観光協会、根室市観光協会で

冬期コンテンツ（スノーシュートレッキング・氷下待網漁の見学など）の専門家によるモニタ

ーツアーを実施しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・新たな冬期観光コンテンツの情報収集、モニターツアーの実施による商品化 

  ・冬期観光コンテンツを組み合わせた冬期観光メニューの開発、ツアー実施 

  ・冬期観光コンテンツを組み合わせた観光タクシーなどの二次交通の整備の実施 ほか 
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■観光商品の開発と磨き上げ 

 当ルートの旅の目的の一つとして、食があります。当ルートの各地域において、サケ、ウニ、

コンブ、ホッカイシマエビ、サンマ、カキ、花咲ガニなどの海産物、牛乳やチーズなどの乳製品、

エゾシカのジビエ、日本酒やウイスキーの地酒など、この地域ならではの多様な産品があります。 

これら地域資源を活用した農業体験や漁業体験など、地域産業を取り込んだコンテンツの造成の

ための連携を強化して、地域ブランドの価値向上を図ります。 

 【これまでの取り組み】 

  令和元年度に在日外国人や旅行会社を対象としたモニターツアーを実施し、地域の観光資源

を見て、体験していただき、地域の観光関係者との意見交換会を実施しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・漁業協同組合等と連携し、「美食」や「漁業体験」の観光コンテンツ造成 

  ・活動団体等と連携したバターづくりなどの「農業体験」の観光コンテンツ造成 

・食と根室の地酒、厚岸のウイスキーと組み合わせた観光コンテンツ造成  ほか 

 

■隣接ルートと連携した観光コンテンツ造成や磨き上げ、イベントの開催 

 隣接する釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイや東オホーツクシーニックバイウェイの

ルートや活動団体等が取り組んでいる観光コンテンツ造成や磨き上げ、イベントの開催などか

ら、地域資源の磨き上げについて学び、連携を進めていきます。 

 サイクルツーリズム（ルートやスポットの整備など）に係る地域間連携及び当地域にあるフッ

トパス等の既存資源と組み合わせた観光コンテンツの造成や磨き上げ、ツアーやイベントを開催

します。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2 年度から「くしろ・ねむろ ぐるっと！スタンプラリー」事務局主催の「くしろ・ね

むろ ぐるっと！スタンプラリー」に釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイと共催し、

実施しました。 

  令和 4 年度に一般社団法人北海道開発技術センター主催の「知床半島・根室地域サイクルミ

ーティング」に東オホーツシーニックバイウェイと共催し、パネリストとして参加しました。

また、知床半島一周サイクリングの試走を実施しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

 ・「くしろ・ねむろ ぐるっと！スタンプラリー」の継続 

 ・当ルート内でのサイクルツーリズムの充実（サイクルスポット、モデルコースの作成 ほ

か） 

 ・東オホーツクシーニックバイウェイサイクルガイドなどと連携し、サイクルイベントの実施 

 ・隣接ルートと当ルートにまたがるサイクルルートの整備  ほか 
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 情報共有および情報発信の強化 

■情報の発信 

 ルート内で撮影された地域資源の写真やジモトナタビキャンペーンとして実施するフォトコン

テント応募作品から新たに発掘された景観資源やグルメスポット等の情報を整理し、写真の活用

等情報発信に活用します。 

 情報発信は、写真展の開催、観光 PR イベントへの出展・展示により、地元の魅力を伝えます。 

 【これまでの取り組み】 

  令和元年度に候補ルート登録を記念して、ルート内で撮影した写真を使用した写真展を実施

しました。また、ねむろバードランドフェスティバルにおいて、ルートの PR 活動を実施しま

した。 

  令和 3年度に、大阪で開催された日本観光ショーケースに出展し、ルートの PRを実施しまし

た。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・WEB サイト、SNS を活用した情報発信の継続 

  ・地域の魅力を伝える写真展の実施 

  ・新たなジモトナタビキャンペーン実施  ほか 

 

■インバウンド向けの観光情報の整理、発信 

 根室地域ドライブ観光促進協議会や釧路・根室地域「道の駅」連携会議等と連携し、観光情報

を外国人にとって興味を引く情報を整理し、多言語化するとともに、SNS を活用して海外へ発信す

るほか、道の駅の観光拠点化により旅ナカでの情報発信を行います。 

 【これまでの取り組み】 

  令和 2 年度に作成した 6 つのドライブコースのマップの英語版を作成し、令和 3 年度に当ル

ートの Web サイトに掲載しました。 

 《具体的な内容：令和 4年度～》 

  ・インバウンド向け観光情報（受入可能な観光施設、ガイド等）の収集と整理の実施 

  ・ATWS2023 やインバウンド需要回復に向けた一元的な情報発信サイトの構築 

  ・道の駅等での多言語による情報発信  ほか 
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３.４. 今後の活動スケジュール 

令和 4年度～令和 7年度までの中長期計画を示す。 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 7月 10月 12月

景観地現調査
調査地域検討 実施 結果とりまとめ

フットパスの整備と維持管理
実施箇所検討 整備試行 整備試行

ラムサール条約湿地での環境保全活動
次年度の実施に向けた活動内容・方法等の検討

清掃活動
準備 清掃月間・ピリカの活用 駐車帯・クリーンアップ大作戦

情報の発信
適宜情報発信を実施

観光商品の開発と磨き上げ 　・オリジナル商品の開発
次年度実施に向けたオリジナル商品の開発・検討

地域づくりのためのセミナーの開催 　・地域団体、住民などが参加できるセミナー内容の企画・実施
準備 実施

フットパスの整備と維持管理
実施箇所検討 整備試行

情報の一元化に向けた情報収集、整理、発信
情報収集・整理・発信 次年度実施に向けた写真展、ｲﾍﾞﾝﾄの企画

隣接ルートとの連携体制の構築
情報収集・整理、適宜情報発信

アウトドア勉強会の開催
準備 実施

冬の観光メニューの調査・開発
ツアー商品の検討 モニターツアー

観光商品の開発と磨き上げ
PR検討・実施 次年度の実施に向けた観光コンテンツの造成

ルート内資源で連携したツアー、イベント開催
次年度実施に向けたツアー内容検討

道の駅と連携した地域づくり
次年度の実施に向けた連携内容検討

サイクルミーティング実施 知床サイクリングの試行

情報の発信
PRイベントの検討 イベントの開催

インバウンド向けの観光情報の整理、発信
情報収集 情報発信

ルート運営代表者会議 総会年1回　＋　定期会議　＋　臨時会議
準備 総会 会議 審査委員視察 会議 会議 （継続）

部会長会議 年4回程度：活動内容の検討、部会間の連携検討、実施　等
会議 会議 会議 会議 （継続）

部会 年4回程度：活動内容の検討・実施　等
部会 部会 部会 部会 （継続）

　・サイクルツーリズムの充実
隣接ルートと連携した観光コンテンツ造成や磨き上げ、イベ
ントの開催

　・地域の魅力を伝える写真展の開催

　・観光PRイベントへの出展

令和6～7年度

　・ルートテーマの絶景資源の調査
　・調査後の保全、改善方法の提案

　・フットパス整備及実施総延長100㎞におよぶ「歩く道」の維持管理
　・新規フットパスの整備

　・希少動植物の調査活動
　・環境保全活動に係るモニタリング

　・清掃月間に当ルート内での清掃活動
　・ゴミ拾いアプリ「ピリカ」の周知、活用
　・道の駅での清掃活動　等

分類 活動内容 活動内容詳細
令和4年度 令和5年度

ルート
全体

美しい
景観
づくり

　・地域の魅力を一元的にみられるようなSNSやHPなどでの発信
　・地域の魅力を伝える写真展
　・ジモトナタビ（SNSでの）キャンペーン　等

　・隣接ルートの活動情報を広域情報として発信

魅力ある
観光空間

づくり

　・多言語による情報発信
　・受入可能な観光ガイドの情報収集
　・ATWS2023、コロナ後に向けた情報発信

　・活動の情報を発信し、理解を広げる

活力ある
地域
づくり

　・活動団体連携による維持管理活動
　・大学等との連携による維持管理活動

　・冬期観光コンテンツの調査・開発
　・アウトドアガイドや旅行会社との連携
　・インバウンド向け観光コンテンツの調査

　・6つのルートコンセプトの活用
　・オリジナル商品の開発
　・食などのコンテンツ開発のための連携

　・モニターツアーの開催

　・アウトドアガイドセミナーの開催

　・連携事業（パネル展の開催等）の実施
　・サイクルポートなどの設置

未実施地域での調査実施
既実施地域の情報更新

景観資源マップ等の作成

ツアー内容の改善、

モニターツアーの継続

ツアーメニュー造成

継続したツアー実施

セミナーの継続
セミナーの継続

地域の状況に即したセミナーテーマ、

開催方法の検討

新規の観光商品造成検討

多言語化、PRの実施

環境保全活動に係るPR

清掃活動の継続

新規地域での清掃活動検討

清掃活動の継続

清掃活動場所の検討継続、実施

（状況に応じて、取捨選択し実施）

情報発信の継続
情報発信の継続

最新情報の収集・整理

勉強会の継続
勉強会の継続

地域の状況に即した勉強会のテーマ、

開催方法の検討

ツアーメニュー造成

ツアー開催

ツアー商品開発
適時モニターツアーの検討・実施

ツアーの実施

検討の継続

モニターツアーの開催

ツアーメニュー造成
適宜モニターツアーの検討・実施

ツアーの実施

イベントの検討、開催の継続

新規の観光商品造成検討

多言語化、PRの実施
情報収集・発信の継続

情報発信の継続 情報発信の継続

環境保全活動の実施 新規環境保全活動の検討

環境保全活動の継続

環境保全活動に係るPR

情報の発信継続 情報の発信継続

商品の開発 商品の開発継続・販売

維持管理活動の継続
維持管理活動の継続

維持管理体制の見直し

パネル展の実施

新規の連携内容検討

新規連携事業の展開

地域との連携を拡充検討、

実施

写真展、ｲﾍﾞﾝﾄの企画・実施 ｲﾍﾞﾝﾄの企画・実施

新たなモデルルート造成

PRの継続

地域の状況に応じた、

観光コンテンツの再検討

PRの継続

イベントの開催

サイクルツーリズムの充実
情報収集・イベントの試行
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第４章 ルートの活動体制 
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４.１. ルートの活動団体 

 平成 27 年度より根室地域（根室振興局管内：羅臼町、標津町、中標津町、別海町、根室市）

において、広域で連携するため、シーニックバイウェイ候補ルートの前身となるフットパス・

ロングトレイル広域化検討会（事務局：根室振興局）が設立され、活動を開始しました。 

 さらなる広域での連携や地域活性化を目指し、釧路地域（釧路総合振興局管内のうち、浜中

町、厚岸町、釧路町）の 3 町を加えた１市７町の地域で活動する 27 の団体で構成しています。 

 

◆活動団体一覧 

No. 市町名 団体名 
代表者 

役職 氏名 

1 羅臼町 知床羅臼フットパスクラブ 代 表 高島 讓二 

2 羅臼町 （一社）知床羅臼町観光協会 会 長 大野 貴史 

3 標津町 NPO 法人 自然・文化遺産保存活用ネット 代 表 井南 進 

4 標津町 標津転車台保存会 会 長 篠田 静男 

5 中標津町 なかしべつ体験観光ネットワーク 代 表 瀬波 秀人 

6 中標津町 知床ねむろ観光連盟 会 長 松實 秀樹 

7 別海町 別海町グリーンツーリズムネットワーク 代 表 押田 栄司 

8 別海町 野付半島ネイチャーセンター センター長 藤井 薫 

9 根室市 酪農家集団ＡＢ－ＭＯＢＩＴ 代 表 馬場 晶一 

10 根室市 （有）伊藤畜産 代表取締役 伊藤 泰通 

11 根室市 落石マリンビジョン協議会 代 表 上野 陽三 

12 根室市 根室交通（株） 代表取締役 岡野 将光 

13 根室市 大地みらい信用金庫 理事長 遠藤 修一 

14 根室市 根室市観光協会 会 長 岡野 将光 

15 根室市 春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター 館 長 鵜飼 豪生 

16 浜中町 （株）アウトドアアシスト岩松 代表取締役 岩松 邦英 

17 浜中町 LandEdge 代 表 芦田 政雄 

18 浜中町 NPO 法人霧多布湿原ナショナルトラスト 理事長 小川 浩子 

19 厚岸町 （株）厚岸味覚ターミナル 取締役支配人 加藤 裕之 

20 厚岸町 知床ねむろ・北太平洋ｼｰﾆｯｸﾊﾞｲｳｪｲ道の駅連携協議会 会 長 荻原 俊和 

21 厚岸町 厚岸地域マリンビジョン協議会 会 長 若狭 靖 

22 厚岸町 釧路町・厚岸町・浜中町広域観光推進協議会 会 長 若狭 靖 

23 釧路町 釧路町観光協会 会 長 橋口 春樹 

24 釧路町 釧路衛星（株） 代表取締役 斎藤 剛史 

25 釧路町 （株）釧路マーシュ＆リバー 代表取締役 斉藤 松雄 

26 釧路町 （株）釧路町振興公社 代表取締役 河野 俊一 

27 釧路市 
釧路臨港鉄道の会 

※主たる活動地域は花咲線等、ルートの地理的範囲 
会 長 星 匠 
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◆活動団体の活動概要 

1 

羅
臼
町 

知床羅臼フットパスクラブ 
設 立 平成 30 年 6 月 

代 表 高島 讓二 

羅臼町におけるフットパスコースの開発を
目的として、設立した団体です。 

平成 30 年に観光利用の新たな観光メニュー
とするため峯浜シーサイドフットパス開設し、
観光資源としての管理を行っています。 

2 

（一社）知床羅臼町観光協会 
設 立 昭和 31 年 9 月 

会 長 大野 貴史 

羅臼町内における観光情報の発信、ツアー
の企画等を行っています。 

主な活動事例としては、世界自然遺産、知
床国立公園エリアの中にあり、熊越の滝トレ
ッキングコースの管理を行い、安全なトレッ
キングコースを維持しており、登山口から 1
時間ほどでゴールの熊越の滝に到着すこと
ができます。 

 
 

3 

標
津
町 

NPO 法人  
自然・文化遺産保存活用ネット 

設 立 令和 3年 11 月 

代 表 井南 進 

地域の自然環境および歴史文化遺産の保全・
再生するための団体として活動している。NPO
法人内にあるガイド部門（チプル・ガイド）が、
標津町の自然と歴史を伝えるガイドとして活
動しています。 
（前身の標津町観光ガイド協会から継続した
活動を行っています。） 

4 

標津転車台保存会 
設 立 平成 28 年 4 月 

会 長  篠田 静男 

標津町にある蒸気機関車 C11-224 号機と旧
国鉄根室標津駅跡転車台を保存し、鉄道遺産を
通じて観光に貢献するために活動をしていま
す。 
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5 

中
標
津
町 

なかしべつ体験観光ネットワーク 
設 立 平成 26 年 6 月 

代 表 瀬波 秀人 

旧標津線上武佐駅周辺は中標津町発祥の地であり、鉄路はその後の発展に大きく
寄与した歴史的な地域です。かつての駅逓の建物や殖民軌道、ハリストス正教会な
ど、開拓の歴史を偲ぶ機会を提供する活動としてツアー等のイベントを開催してい
ます。 

6 

知床ねむろ観光連盟 
設 立 昭和 45 年 8 月 

会 長 松實 秀樹 

知床ねむろエリアのまだ知られていない情報
や魅力ある資源の情報発信を行っています。知
床ねむろマガジンの運営を行っており、丁寧に
取材し、読み物として興味をもってもらえる記
事にしています。北海道の編集プロダクション
の他、知床ねむろ地域に住むライターの輪を
徐々に広げ、今後もより一層の充実した内容で
情報発信していく予定です。 

 

https://magazine.ekari.jp/ 

7 

別
海
町 

別海町グリーンツーリズム 
ネットワーク 

設 立 平成 16 年 3 月 

代 表 押田 栄司 

旧標津線フットパスの管理を行い行ってい
るほか、フットパスツアーの企画、運営を行っ
ています。 

ツアーの際には、地域の高校やチーズ工房等
と連携して、地元商品の販売や牛乳の無料配布
等消費拡大を地域の発展に寄与することを考
え企画しています。 

8 

野付半島ネイチャーセンター 
設 立 平成 14 年 5 月 

センター長 藤井 薫 

日本最大の砂嘴である野付半島の自然や歴
史についての情報を発信しています。初日の出
鑑賞会 in 野付半島ネイチャーセンターの開催
や、野付湾が結氷することで広がる氷の水平線
を歩く氷平線ツアー等の各種ツアーの企画、運
営を行っています。 
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9 

根
室
市 

酪農家集団ＡＢ－ＭＯＢＩＴ 
設 立 平成 13 年 

代 表 馬場 晶一 

平成 22 年より専修大学・泉ゼミの夏合宿と連携しフットパスの整備を進めてき
ており、これは当団体だけなく地域の人たちとも関わりを持てる機会、活動として
継続しています。初期は別当賀パスのルートの草刈りや観察小屋設置など既存ルー
トの整備、平成 27 年より学生が中心となり新たなルートのコース設定や看板の準
備、イベントなど行い、「明郷パス」を開設しました。その後も更なるルートの開設
を目指しています。 

10 

（有）伊藤畜産 
設 立 平成 10 年 12 月 

代表取締役 伊藤 泰通 

明郷 伊藤☆牧場にて酪農体験だけでなく、
レストラン・雑貨＆喫茶・キャンプ場・身近な
家畜の動物園を運営し、この地域の観光要素の
ひとつとなっています。 

シーニックカフェとしても登録しており、地
域の情報発信拠点となっています。 

11 

落石マリンビジョン協議会 
設 立 平成 18 年 

代 表 上野 陽三 

落石シーサイドウェイの 2 ルートのフット
パスを（浜松パス、おちいし岬パス）を整備し
ています。 

『おちいし・味まつり』の開催や落石ネイチ
ャークルーズの運行もしており、地域の観光・
地域振興や漁業振興のために活動しています。 

12 

根室交通（株） 
設 立 昭和 26 年 2 月 

代表取締役 岡野 将光 

地域の交通としてだけではなく、観光タク
シー、根室半島遊覧観光バス「のさっぷ号」の
運行や花咲線＆フットパス連携イベントや清
掃活動の実施・運営にかかわっています。 
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13 

根
室
市 

大地みらい信用金庫 
設 立 大正 5年 5月 

理事長 遠藤 修一 

地域の金融機関としてだけではなく、地域を未来につなげるための活動を検討
し、事業を行っています。 

活動の事例として、『地域が誇る歴史文化を何らかの形で残したい』との思いか
ら、創立 100 周年の記念としてふるさとポケットガイドブックシリーズ」を継続し
て発刊しました。現在シリーズ 7 まで発刊しており、各テーマは以下のとおりで
す。 
①根室 金刀比羅神社 ②上武佐ハリストス正教会③ 東北海道の古都、あっけし
④標茶 釧路集治監 ⑤伊能忠敬の蝦夷地測量 野付半島幻の街キラク 
⑥前田正名と釧路の製紙業 ⑦北海の狩人 オホーツク文化 

14 

根室市観光協会 
設 立 昭和 39 年 

会 長 岡野 将光 

根室市における観光情報の発信、ツアーの企
画等を行っています。 

主な活動として、主催イベントである「ねむ
ろバードランドフェスティバル」は、2008 年よ
り根室市に於いて野鳥観光をテーマとして行っ
ているイベントで、日本有数の野鳥観察地とし
て国内外から注目を集める根室半島の希少鳥類
の保護と豊かな自然の保全に貢献し、バードウ
ォッチャーに交流の場や観察の機会を提供する
ことで冬期の観光産業育成や受け入れ体制の整
備に繋げ、また地域のホスピタリティの向上や
経済効果に繋がる仕組みづくりに取り組んでい
ます。 

15 

春国岱原生野鳥公園 
ネイチャーセンター 

設 立 平成 7年 4月 

館 長 鵜飼 豪生 

野鳥をはじめとする野生動植物の宝庫である
春国岱（しゅんくにたい）の自然環境保全と環境
教育的活用のための施設です。 

ネイチャーセンターでは、レンジャー(自然専
門職員）により、春国岱および周辺地域の自然環
境の調査および利用者の方々へのさまざまなサ
ービスを行っています。 
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16 

浜
中
町 

（株）アウトドアアシスト岩松 
設 立 昭和 37 年 

代表取締役 岩松 邦英 

管内で捕獲されるエゾシカの肉および加工品の販売のほか、エゾシカ猟ガイドも
行っています。 

17 

LandEdge（ランドエッジ） 
設 立 平成 28 年 6 月 

代 表 芦田 政雄 

豊かな森と湿原と海に囲まれた道東・
浜中町でアウトドアガイドを運営してい
ます。かつて馬や犬、熊たちが暮らした
『ムツゴロウ動物王国』跡地を開拓し、
太平洋を望む絶景と、大自然を遊び尽く
す体験ツアーを提供しています。 

18 

NPO 法人霧多布湿原 
ナショナルトラスト 

設 立 平成 12 年 1 月 

理事長 小川 浩子 

霧多布湿原の環境保全を主な活動としている団体で
す。 

琵琶瀬木道・仲の浜木道・奥琵琶瀬木道・やちぼうず
木道の 4つの木道を整備しており、個人・団体観光客を
ガイド付きで案内するツアーを運営しています。 

19 

厚
岸
町 

（株）厚岸味覚ターミナル 
設 立 平成 5年 6月 

取締役支配人 加藤 裕之 

道の駅厚岸グルメパークを運営し、食文化研
究、観光イベントの企画にも力を注ぎ新たな観
光メニュー生み出しています。 

また、専門の観光ガイドによるカヌー等のツ
アーも運営しています。 

20 

知床ねむろ・北太平洋シーニック 
バイウェイ道の駅連携協議会 

設 立 令和 3年 3月 

会 長 荻原 俊和 

当ルートにある道の駅知床・らうす、おだいとう、スワン 44根室、厚岸グルメパ
ークによる連携事業拡大、地域観光の推進を目的として組織した団体です。キャン
ペーンやイベント等の連携事業を推進し、持ち回りで写真のパネル展等の情報発信
や PR活動を行う予定です。 
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21 

厚
岸
町 

厚岸地域マリンビジョン協議会 
設 立 平成 18 年 3 月 

会 長 若狭 靖 

厚岸湖や厚岸湾の水産資源保護や別寒辺牛川水系の環境保全を図ることを目的
とした、植樹等の活動を行っています。また、地域の清掃活動のほか、平成 5 年に
厚岸湖・別寒辺牛湿原がラムサール条約湿地となったことを契機に、湿原の清掃を
毎年実施しています。 

22 

釧路町・厚岸町・浜中町 
広域観光推進協議会 

設 立 昭和 57 年 4 月 

会 長 若狭 靖 

自然豊かな大地を有する釧路町・厚岸町・浜中町における観光の推進を目的とし
た協議会です。この 3つの町の「自然」、「食」、「体験」などの魅力を発信していま
す。 

23 

釧
路
町 

釧路町観光協会 
設 立 平成 2年 6月 

会 長 橋口 春樹 

釧路町の観光資源の調査、開発、保存を主な活動とし、
広報活動や観光客の誘致、サービス向上を促進しています。 
 

24 

釧路衛星（株） 
設 立 昭和 38 年 8 月 

代表取締役 斎藤 剛史 

観光・貸切バスの運行を行っています。野鳥観察に優れた運転スタッフがおり、こ
の地域のバードウォッチング観光推進に貢献しています。 

釧路町の魅力を発信するるーあの企画等を行っている。 

25 

（株）釧路マーシュ＆リバー 
設 立 平成 17 年１月 

代表取締役 斉藤 松雄 

釧路湿原、釧路川をフィールドに、オールシーズンのガイドツアーを運営してい
ます。 

大自然を満喫していただくのはもちろんのこと、安心してご参加いただける環境
を整えることで、お客様との信頼関係を築き、再び足を運んでいただけるようなガ
イドをしたいと考えています。 
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26 
釧
路
町 

（株）釧路町振興公社 
設 立 平成 4年 4月 

代表取締役 河野 俊一 

釧路町の公共施設の施設管理、観光イベントの PR・開催、地域産品の販売促進等
を行っています。 
 

27 

(

釧
路
市) 

釧路臨港鉄道の会 
設 立 平成 15 年 

会 長 星 匠 

釧路臨港鉄道の石炭列車運行予定の情
報発信を目的として結成した団体です（現
在廃線）。 

鉄道ファン向けのイベントやグッズ制
作販売等を行っており、花咲線等を含めて
広域で連携した事業を行っています。 
 
※所在地は、釧路市であるが、花咲線沿線
等当ルートの地理的範囲で活動してい
る活動団体です。 
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第５章 活動実績 

 

５.１. 活動実績一覧 

シーニックバイウェイ北海道の候補ルートに向けて活動を開始した令和元（2019）年度から

令和 4（2022）年度までの活動を紹介します。 

 

No. 年度 活動内容 
分類 実施 

景観 地域 観光 全体 単年度 継続 

1 
令和 
元 

知床雪壁ウォークでの PR パネル展実施  ●    ● 

2 
令和 
元 

「清掃月間」厚岸クリーン作戦 ●     ● 

3 
令和 
元 

「清掃月間」北方原生花園清掃活動 
（根室市） 

●     ● 

4 
令和 
元 

別海町グリーンツーリズムネットワーク 
フットパス点検 

●    ●  

5 
令和 
元 

「清掃月間」シーサイドクリーン 2019 
（根室市） 

●     ● 

6 
令和 
元 

「清掃月間」湿原クリーン作戦（浜中町） ●     ● 

7 
令和 
元 

フットパスツアー開催 
花咲線絶景と開業１００周年駅と旧標津線を
巡るツアー 

  ●   ● 

8 
令和 
元 

フットパスツアー開催 
わくわく花咲く！ふれあいレールフェス 2019 

  ●   ● 

9 
令和 
元 

SBW 北海道候補ルート登録記念写真展   ●  ●  

10 
令和 
元 

フットパス・ロングトレイル 
広域化検討会セミナー 
（フットパスセミナー） 

 ●    ● 

11 
令和 
元 

ねむろバードランドフェスティバル 2020 出展   ●   ● 

12 
令和 
元 

オリジナル・ロゴマークの作成  ● （●）  ●  

13 
令和 
元 

ガイドマップの作成  （●） ●  ●  

14 
令和 
元 

ルート運営に関する各種会議等の開催    ●  通年 

15 
令和 
2 

「清掃月間」北方原生花園清掃活動 
（根室市） 

●     ● 

16 
令和 
2 

アウトドアガイド勉強会・セミナー開催 
（オンライン） 

  ●   
● 

2020～ 

17 
令和 
2 

アウトドアガイド勉強会・セミナー開催   ●   
● 
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No. 年度 活動内容 
分類 実施 

景観 地域 観光 全体 単年度 継続 

18 
令和 
2 

ジモトナタビ提案・発表   ●  ●  

19 
令和 
2 

知床ねむろ・北太平洋 SBW 公式 SNS 開設  ●    ● 

20 
令和 
2 

知床ねむろ・北太平洋 SBW 公式 HP 開設・運営  ●    ● 

21 
令和 
2 

ジモトナタビ応援キャンペーン   ●  ●  

22 
令和 
2 

別海町グリーンツーリズムネットワーク 
フットパス整備 

●     
● 

2020～ 

23 
令和 
2 

オリジナル・エコバッグ、ボトルの開発・ 
販売 

  ●   ● 

24 
令和 
2 

外国人モニターツアー開催   ●  ●  

25 
令和 
2 

フットパスツアー開催 
旧標津線を巡る秋のフットパスツアー 

  ●   ● 

26 
令和 
2 

フットパスツアー開催 
わくわく花咲く！ふれあいレールフェス 2020 
花咲線開業百周年駅と絶景を巡ろう 

  ●   ● 

27 
令和 

2 

フットパス・ロングトレイル 
広域化検討会セミナー 
（フットパスセミナー） 

 ●    ● 

28 
令和 

2 
ジモトナタビ 食べて応援！キャンペーン   ●  ●  

29 
令和 

2 
くしろ・ねむろ・ぐるっと！スタンプラリー 
（釧路湿原・阿寒・摩周 SBW との連携） 

  ●   
● 

2020～ 

30 
令和 
2 

冬期コンテンツの専門家による 
モニターツアー 

  ●  ●  

31 
令和 

2 
ルート運営に関する各種会議の開催    ●  通年 

32 
令和 
3 

「清掃月間」北方原生花園清掃活動 
（根室市） 

●     ● 

33 
令和 
3 

ジモトナタビ＋ピリカ 清掃活動 ●     ● 

34 
令和 
3 

景観調査（羅臼町、標津町、別海町） ●     ● 

35 
令和 
3 

くしろ・ねむろ・ぐるっと！スタンプラリー 
（釧路湿原・阿寒・摩周 SBW との連携） 

  ●   ● 

36 
令和 
3 

フットパスツアー開催 
奥行臼散策デー 

  ●   ● 

37 
令和 
3 

釧路・根室地域『道の駅』クリーンアップ
大作戦 2021 秋の陣 参加 

●     
● 

2021～ 

38 
令和 
3 

HP 更新：牛乳の消費拡大推進   ●   ● 

39 
令和 
3 

HP 更新：英語表記追加 
（インバウンド対応） 

  ●   ● 
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No. 年度 活動内容 
分類 実施 

景観 地域 観光 全体 単年度 継続 

40 
令和 
3 

フットパスセミナーの開催  ●    ● 

41 
令和 
3 

公益財団法人日本野鳥の会 

「プチ北海道物産展」への協力 
 ●   ●  

42 
令和 
3 

第 1 回 日本観光ショーケース 

in 大阪・関西出展 
 ●    ● 

43 
令和 
3 

ルート運営に関する各種会議の開催    ●  通年 

44 
令和 
4 

知床半島・根室地域 

サイクルミーティング共催 
  ●  ●  

45 
令和 
4 

釧路・根室地域『道の駅』クリーンアップ 

大作戦 2022 春の陣 参加 
●     

● 

2021～ 

46 
令和 
4 

【清掃活動】ジモトナタビ＋ピリカ ●     
● 

2021～ 

47 
令和 
4 

くしろ・ねむろ・ぐるっと！スタンプラリー 

（釧路湿原・阿寒・摩周 SBW との連携） 
  ●   ● 

48 
令和 
4 

「清掃月間」北方原生花園清掃活動 

（根室市） 
●     ● 

49 
令和 
4 

羅臼町 峯浜パーキング 清掃＆剪定活動 

現地検討 
●      

50 
令和 
4 

知床羅臼フットパスの試行 ●      

51 
令和 
4 

JR 花咲線利用促進講演会の開催 

観光する鉄道 花咲線 
 ●   ●  

52 
令和 
4 

フットパスでのマウンテンバイク活用の試行 

別当賀フットパス 
  ●  ●  

53 
令和 
4 

釧路町 別保原野パーキング 清掃活動 ●     ● 

54 
令和 
4 

釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ 

景観診断参加（中標津エリア） 
●    ●  

55 
令和 
4 

花咲線 魅力発見！ちょっと寄り道旅キャン

ペーン、花咲線いっしょに寄り道旅 

開催協力 

  ●  ●  

56 
令和 
4 

知床半島サイクリングの試走 

（隣接ルートとの連携） 
  ●  ●  

57 
令和 
4 

ルート運営に関する各種会議の開催    ●  通年 
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５.２. 活動実績概要 

 

 

 56



 

48 

 

 

 

 

 57



 

49 

 

 

 

 

 58



 

50 

 

 

 

 

 59



 

51 

 

 

 

 

 60



 

52 

 

 

 

 

 61



 

53 

 

 

 

 

 62



 

54 

 

 

 

 

 63



 64



 

56 

 

 

 

 

 65



 

57 

 

 

 

 

 66



 

58 

 

 

 

 

 67



 

59 

 

 

 

 

 68



 

60 

 

 

 

 

 69



 

61 

 

 

 

 

 70



 

62 

 

 

 

 

 71



 

63 

 

 

 

 

 72



 

64 

 

 

 

 

 73



 

65 

 

 

 

 

 74



 

66 

 

 

 

 

 75



 

67 

 

 

 

 

 76



 

68 

 

 

 

 

 77



 

69 

 

 

 

 

 78



 

70 

 

 

 

 

 79



 

71 

 

 

 

 

 80



 

72 

 

 

 

 

 81



 

73 

 

 

 

 82



 

74 

 

 

 

 

 83



 

75 

 

 84



シーニックバイウェイ北海道 今回の提案ルート
▼ルート登録状況

候補登録

年月日

指定

年月日
ルート名称

－ H17.05.09 支笏洞爺ニセコルート

－ H17.05.09 大雪・富良野ルート

－ H17.05.09 東オホーツクシーニックバイウェイ

－ H18.04.18 宗谷シーニックバイウェイ

H17.05.09 H18.11.13 函館・大沼・噴火湾ルート

H17.05.09 H18.11.13 釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ

H18.04.18 H20.05.12 萌える天北オロロンルート

H18.04.18 H21.05.13 十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート

H20.05.12 H22.05.17 十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間

H18.04.18 H23.07.29 十勝シーニックバイウェイ 南十勝夢街道

H21.05.13 H23.07.29 札幌シーニックバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート

H20.05.12 H27.12.21 どうなん・追分シーニックバイウェイルート

H25.06.24 H29.10.24 天塩川シーニックバイウェイ

H25.06.24 層雲峡オホーツクシーニックバイウェイ

H30.11.05 空知シーニックバイウェイｰ体感未来道－

R01.09.20 知床ねむろ・北太平洋シーニックバイウェイ

日高シーニックバイウェイ

ルート名称 代表者名 代表者の所属 構成団体数
関係

市町村数

〈提案：候補ルート〉
日高シーニックバイウェイ

工藤 仁
（くどう ひとし）

様似町商工会 31 7
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令和４年１２月２２日 
シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

 
 

シーニックバイウェイ候補ルートの登録について 
 
 

○シーニックバイウェイ北海道推進の基本方針に基づき、シーニックバイウェイ北海道

実施要綱第１８条第一項及び第二項の規定により、次のとおりシーニックバイウェイ

候補ルートの登録を行う。 
 
  

ル ー ト 名：日高シーニックバイウェイ 
関係市町村：えりも町、様似町、浦河町、新ひだか町、新冠町、日高町、平取町 

（７市町村） 
提 案 者：日高シーニックバイウェイルート代表者会議 

 
 
なお、上記登録を行うにあたって、別紙の通り意見を付記する。 
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シーニックバイウェイ北海道推進協議会 意見 

 

 

■シーニックバイウェイ候補ルート 

◆候補ルート全体に対する意見 

ルート活動に参加するあらゆる団体・個人が、シーニックバイウェイについて理解を

深めるとともに、引き続き、ルートとしての理念・目標・活動指針の明確化とその共有

化を図ること。 

また、各ルートで共有化された理念・目標・活動指針の達成に向けて、各地・各種の

人や地域資源に関するマネジメント方針を明確化し、その方針に基づき、各ルート活動

団体の運営体制の強化や、人材発掘・育成、地域資源の発掘・活用などの取り組みを引

き続き進めること。 

さらに、ルート活動団体が中心となり、地域住民、各種団体、行政、地域産業など様々

な主体を含めた幅広い連携・協働のあり方を検討し、それらの主体との連携・協働に基

づく価値共創の取組を推進していくこと。 

 

◆日高シーニックバイウェイに対する意見 

本地域は、他地域にはない独特な海岸景観や馬牧場、アポイ岳ジオパークを代表とし

た魅力的な資源を有し、水産業、畜産業、農業といった多種多様で豊富な食文化が形成

されている。また、アイヌ文化の継承や優駿の故郷としての馬文化が特徴的であり、ユ

ニークな光を放っているといえる。それらを踏まえ、アイヌ文化、馬文化等の地域資源

をどのようにルート活動に反映させるか、地域としての生き様や価値、各種資源や文化

の継承等について活動団体だけではなく、地域住民や行政が一体となって検討すること

が効果的であると考えられる。 

シーニックバイウェイの推進においては、ルート全体に加え、サブルート、サブエリ

アの理念、年次別及び中長期の達成目標（どのように地域を売り出していくか、どのよ

うな形で地域を訪れてほしいのか等）の明確化について、今後さらに議論する必要があ

ると考えられる。加えて、現地で実際に活動を展開している方々と、それらの活動の統

制を試みる方々の間に意識の乖離が生まれないよう配慮することが重要である。本地域

の全体像を把握している活動団体、さらには、本地域の特徴的な資源であるアイヌ文化

や馬文化、水産業、食に関連する活動団体に、今後シーニックバイウェイの活動に参加

いただく連携・協働の取組も有益であると考えられる。 

また、ルートテーマに掲げられている「日高の自然の恵みと感動に出会う道」につい

て、感動の要素、自然の恵みの具体性及び活用方法等について、再整理することが求め

られる。その際、地域内のみならず、地域外からの意見も取り入れて議論することが効

果的であり、ルート活動としての独自・新規の取り組みを進め、極めて高い優位性のあ

る景観資源・地域資源をさらに磨きをかけた“ブランド力の強化”による魅力的な地域

づくりをさらに進めることが望まれる。 
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シーニックバイウェイ北海道推進協議会 

会長 岩田 圭剛  殿 

 

シーニックバイウェイ北海道 ルート審査委員会 

委員長 小林 英嗣 

 

ルート審査委員会 意見 

 

■シーニックバイウェイ候補ルート 

◆候補ルート全体に対する意見 

ルート活動に参加するあらゆる団体・個人が、シーニックバイウェイについて理解を

深めるとともに、引き続き、ルートとしての理念・目標・活動指針の明確化とその共有

化を図ること。 

また、各ルートで共有化された理念・目標・活動指針の達成に向けて、各地・各種の

人や地域資源に関するマネジメント方針を明確化し、その方針に基づき、各ルート活動

団体の運営体制の強化や、人材発掘・育成、地域資源の発掘・活用などの取り組みを引

き続き進めること。 

さらに、ルート活動団体が中心となり、地域住民、各種団体、行政、地域産業など様々

な主体を含めた幅広い連携・協働のあり方を検討し、それらの主体との連携・協働に基

づく価値共創の取組を推進していくこと。 

 

◆日高シーニックバイウェイに対する意見 

本地域は、他地域にはない独特な海岸景観や馬牧場、アポイ岳ジオパークを代表とし

た魅力的な資源を有し、水産業、畜産業、農業といった多種多様で豊富な食文化が形成

されている。また、アイヌ文化の継承や優駿の故郷としての馬文化が特徴的であり、ユ

ニークな光を放っているといえる。それらを踏まえ、アイヌ文化、馬文化等の地域資源

をどのようにルート活動に反映させるか、地域としての生き様や価値、各種資源や文化

の継承等について活動団体だけではなく、地域住民や行政が一体となって検討すること

が効果的であると考えられる。 

シーニックバイウェイの推進においては、ルート全体に加え、サブルート、サブエリ

アの理念、年次別及び中長期の達成目標（どのように地域を売り出していくか、どのよ

うな形で地域を訪れてほしいのか等）の明確化について、今後さらに議論する必要があ

ると考えられる。加えて、現地で実際に活動を展開している方々と、それらの活動の統

制を試みる方々の間に意識の乖離が生まれないよう配慮することが重要である。本地域

の全体像を把握している活動団体、さらには、本地域の特徴的な資源であるアイヌ文化

や馬文化、水産業、食に関連する活動団体に、今後シーニックバイウェイの活動に参加

いただく連携・協働の取組も有益であると考えられる。 

また、ルートテーマに掲げられている「日高の自然の恵みと感動に出会う道」につい

て、感動の要素、自然の恵みの具体性及び活用方法等について、再整理することが求め

られる。その際、地域内のみならず、地域外からの意見も取り入れて議論することが効

果的であり、ルート活動としての独自・新規の取り組みを進め、極めて高い優位性のあ

る景観資源・地域資源をさらに磨きをかけた“ブランド力の強化”による魅力的な地域

づくりをさらに進めることが望まれる。 
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ルート審査委員会の審査結果 

 

（１）シーニックバイウェイ候補ルート（日高シーニックバイウェイクバイウェイ） 

表１－１ 【審査結果】 

視点 

 

委員 

優れた景観資源の有無および 

地域資源の優位性について 景観及び地域資源について 
推薦 

可否 
景観 自然 文化 歴史 レク 

A ○ － － － ○ 

①長大なルート内に“光景（自然現象や地形など）”“風景（人

間の作為による構築物や工作物による）””情景（地域社会の生

産活動や日常生活の諸活動と生物や人間の表情など）”の各種

景観資源がややランダムに分散している 

②ニュー・ツーリズムに呼応しうる資源の発見や人口減少社会

を支える”Maas”を結び付けることを意識した活動も不可欠で

ある。 

－ 

B ○ ○ ○ － ○ 

①特徴ある３つの街道をうまく配置し、地域の魅力、美しい景

観をストーリー性をもってアピールしている。 

②日高山脈とサラブレッド、アイヌ文化、アポイ岳世界ジオパ

ークに代表される貴重な資源はいずれも重要な景観構成要素。 

○ 

C ○ ○ ○ － － 

①景観は入植の歴史が早い割には手つかずの状態が保たれ、雄

大な牧場でのサブレッド育成風景が日本離れした景観を生んで

おり、アイヌ文化と相俟って独特な優位性を保持している。 

②水産業、畜産業、農業と多種多様な食が豊富でユニークな「食

文化」が形成されている。 

○ 

D ○ ○ ○ － － 

①アイヌ文化、馬文化などの地域資源は特筆に値するが、記述

の印象が薄く、立て看板の内容を列記した感が否めない。 

②貴重な地域資源に対する愛情がもっと伝わるようにして欲し

い。 

－ 

E ○ － ○ － － 

①他地域にはない独特の海岸景観、馬牧場、アポイ岳ジオパー

クに代表される山岳景観の価値は高い。 

②海産物、農産物、和牛等食に関する資源も豊富であり、観光

レクリエーションのメニューもあるが、さらなるブランド力の

強化が必要ではないか。 

○ 

 

表１－２ 【付帯意見】 

・他の先行ルートの視察や交流に加え、地域活動団体の絶え間ない交流と連携、加えてこれから求められる
ニューツーリズムへの対応を意識した独自の地域資源発見と公民連携による活用とＳＮＳなどによる情報発
信を期待したい。 
・アイヌ文化、競走馬育成文化などの地域資源をどのようにルート活動に反映させるか、現活動団体だけで
はなく、地域住民等や行政と一体となって方向性の検討が必要。 
・ルート全体に加え、サブルート、サブエリアの理念、そして年次別の達成目標の明確化が必要。 
・本地域の全体像を把握している活動団体、さらには、本地域の特徴的な資源であるアイヌ文化や馬文化、
水産業、食に関連する活動団体に、今後シーニックバイウェイの活動に参加いただくことも有益であると考
えられる。 
・ルートテーマに掲げられている「日高の自然の恵みと感動に出会う道」について、感動の要素、自然の恵
みの具体性及び活用方法等について、再整理することが求められる。 
・ルート活動としての独自・新規の取り組みを進め、極めて高い優位性のある景観資源・地域資源をさらに
磨きをかけた“ブランド力の強化”による魅力的な地域づくりをさらに進めることが望まれる。 

 

令和４年９月２９日 
ルート審査委員会 
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■ルート図 

 
 

 

（様式１－２） 

●メインルート 

・国道 235 号   ・国道 236 号 

・国道 237 号   ・国道 336 号 

・国道 274 号 

●サブルート 

・周辺の道道及び町道 

 

（静内～東静内） 
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シーニックバイウェイ北海道 候補ルート 

 

日 高 シ ー ニ ッ ク バ イ ウ ェ イ 
 

～日高の自然の恵みと感動に出会う道～ 

ルート運営活動計画骨子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日高シーニックバイウェイ ルート代表者会議  
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1 

１ ルートのエリア及び概要 

 

 １．ルートの概要 

日高山脈と広大な太平洋に挟まれるように東西に連なる日高地域。清らかな空気と水、それらに
育まれた農畜産物、サラブレッドが草を食む牧場風景、太平洋に沈む夕陽、満天の星空など、日高
の魅力は多くの人の感動を呼んでおります。 

その中で、様似町の「アポイ岳ジオパーク」は平成 27 年にユネスコ世界ジオパークの認定を受け
ており、世界でも類を見ない新鮮で多彩な「かんらん岩」からなる山々と、珍しい固有の高山植物
やアイヌ文化伝承、江戸時代から交易の拠点として栄えてきた歴史や文化を楽しむことができます。
また、日高・十勝管内にまたがる「日高山脈襟裳国定公園」を、環境省は、地元の長年の悲願であ
る国立公園に指定する方針を固めています。現在の公園面積よりも対象範囲を拡大した上で、特別
保護区などの規制区域を盛り込んだ計画の素案を策定し、中央環境審議会への諮問などの手続きを
経て、数年以内に指定する予定となっています。指定されれば、道内の国立公園としては昭和 62 年
指定の釧路湿原国立公園以来、7 箇所目となります。 

現在日高地域では、地域住民が生活を営む上で欠かせない交通網が大きな転換期を迎えています。
令和 3 年 4 月 1 日に、JR 日高線 鵡川―様似間の 116km 区間が廃止されました。日高地域は東西に
長く連なる地域であり、JR 日高線が廃線となったことで、道路交通網が唯一の交通手段となり、現
在整備されている日高自動車道が、物流の効率化や移動時間の短縮、緊急医療体制構築などを担う
ことになります。日高自動車道は、道央自動車道苫小牧東インターチェンジから浦河町に至る計画
としており、これまでに日高厚賀インターチェンジまでの区間が開通済みで、厚賀静内道路
（L=16.2km）および静内三石道路（L=8.0km）の整備が引き続き進められています。 

国道を利用することが生活の核となっている現在、沿線自治体はもとより、地域住民同士が連携
を強めていくことが今後不可欠となります。車社会が中心となる日高地域にとって、単に道路を整
備するのみに留まらず、それぞれの町としても立ち止まってもらい、その町にしかない名所を見て
もらい、歴史を知ってもらい、さらに買い物をしてもらいたいと思っています。日高地域には、国
道 235 号、国道 236 号、国道 237 号、国道 336 号など、太平洋に沿って多様な魅力ある道路が通っ
ており、「日高山脈襟裳国定公園」が国立公園に指定されれば、さらなる広域観光が展開されるこ
とが期待されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

太平洋に沈む夕陽 日高山脈と牧場風景 アポイ岳ジオパーク 
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2 

２．エリア町 

カントリーサイン 概          要 

 

全国的に知られる襟裳岬のあるまち。「風極の地」と呼

ばれる日本屈指の強風地帯でもあります。 

北海道銘菓のテレビ CM で注目を浴びたハート形に見

える湖・豊似湖などの数多くの景勝地があります。 

人口：4,351 人 

面積：284.00km2 

 

まち全体が「アポイ岳ジオパーク」。貴重な大地の遺産、

豊かな自然環境、由緒ある歴史文化を丸ごと楽しむこと

ができます。また、豊かな自然を生かした、うに、真つ

ぶ、昆布、鮭等の漁業等が盛んです。 

人口：4,043 人 

面積：364.30km2 

 

約 200 の牧場があり 3,000 頭以上のサラブレットが駆

け回る浦河町。日本最大級の乗馬リゾート「うらかわ優

駿ビレッジ AERU」では、広大な敷地でのホーストレッ

キングや様々な乗馬プログラムが人気です。 

人口：11,346 人 

面積：694.24km2 

 

全国のサラブレッドの 2 割以上が誕生する、サラブレ

ッド生産頭数日本一のまち。約 7km の直線道路の両側

におよそ 3,000 本の桜が咲き誇る「二十間道路桜並木」

は、「さくら名所 100 選」や「北海道遺産」に選定され

ています。 

人口：21,202 人 

面積：1,147.55km2 

 

道の駅サラブレッドロード新冠の敷地内にある町のシ

ンボルである「レ・コード館」は、全国から寄贈された

レコード 100 万枚が収蔵されています。レ・コード館中

央部にそびえ立つ展望タワーである優駿の塔は、高さが

36ｍあり、新冠の街並みや牧場風景、太平洋などの雄大

な自然を 360°一望することができます。 

人口：5,213 人 

面積：585.81km2 

 

シシャモの産地として知られる日高町。4～11 月には門

別競馬場でホッカイドウ競馬が開催され、迫力のあるレ

ースを間近で観戦することができます。豪快なバケツジ

ンギスカンは門別競馬場の名物となっています。 

人口：11,054 人 

面積：992.14km2 

 

出荷量全道一を誇るトマトや、黒毛和牛が特産品。「芽

生すずらん群生地」は、日本一の広さを誇る野生のすず

らん群生地となっており、5 月下旬～6 月上旬に一般公

開されます。「二風谷アイヌ文化博物館」ではこの地域

ならではの独自のアイヌ文化を体験できます。 

人口：4,645 人 

面積：743.09km2 

※人口は、令和 4 年 6 月末現在 
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●メインルート 
・国道 235 号   ・国道 236 号 
・国道 237 号   ・国道 336 号 
・国道 274 号  

●サブルート 
・周辺の道道及び町道 
 

（静内～東静内） 
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２ ルート名称とテーマ 

 

  【ルートの名称】 

日高シーニックバイウェイ 

 

【テーマ】 

   日高の自然の恵みと感動に出会う道 

 
日高シーニックバイウェイは、日高山脈と広大な太平洋に挟まれるように東西に連なる地域です。

清らかな空気と水、それに育まれた農畜産物、サラブレッドが草を食む牧場風景、太平洋に沈む夕
陽、満天の星空など、日高の魅力は多くの人の感動を呼んでいます。 

太平洋に沿った国道 235 号と国道 236 号は「優駿浪漫街道」、国道 236 号と国道 336 号は「とん
がりロード」、国道 237 号は「沙流（さる）ユーカラ街道」と、それぞれが愛称を持っており、道央
圏ルートとして、また十勝圏ルートとして、重要な役割を担っています。えりも町、様似町、浦河
町、新ひだか町、新冠町、日高町、平取町の各町が持つ資源と、今後期待される日高山脈襟裳国定
公園の国立公園化に伴った多くの旅行者の来訪や移住者の増加によって、これらのルートが人流や
経済の活発化に寄与することが期待されます。また、当ルート内では日高自動車道の整備が進めら
れており、道央圏からのアクセス性が向上していることから、観光交通の増加、来訪者によるルー
ト内での行動範囲の拡大、滞在時間の増加が期待されます。 

競走馬と海産物等で繁栄してきた日高地域には、美しい自然景観や海山で育まれる食文化など、
様々な地域資源も広域に点在しています。これらの北海道を代表する資源をさらに多くの人に知っ
てもらうためにも、地域間で連携し、地域全体として魅力を発信していくことが重要です。現在進
行中である日高山脈襟裳国定公園の国立公園への認定により、日高の自然を、国内にとどまらず、
世界に発信をしていくこととなります。 

今後は、シーニックバイウェイ北海道の基本方針を踏まえ、地域固有の景観、自然、歴史、文化、
レクリエーション資源等の地域資源を最大限に活用し、地域住民と行政が連携し、「美しい景観づく
り」、「活力ある地域づくり」、「魅力ある観光空間づくり」を実践していきます。 

 
 
  

日高山脈とサラブレッド 日高の自然の恵みで育まれた食文化 
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３ ルートの特性と課題 

 

 １．ルートの特性 

日高管内 7 町で構成する当ルートは、年間を通じて寒暖差が少なく、夏は涼しく、冬は比較的冷
温とならず積雪が非常に少ないという、北海道内でも気候が温暖な過ごしやすい地域です。 

 
●地域資源 

日高管内の地域資源は、軽種馬や乗馬など「馬」に関連する産業や、日高昆
布や鮭などに代表される水産業、そして、日高山脈を中心とした豊かな自然環
境があげられ、これらを活用した取り組みが数多く行われています。また、新
冠町の「レ・コード館」、えりも町の「風の館」、日高町の「日高山脈博物館」
などの「心の豊かさ」や「地域の個性」を生かした様々な文化施設の整備が進
み、これらが地域文化の新しい発信源となっています。 
 
●日高山脈 

日高山脈は、北海道中央南部にある「北海道の背骨」とも呼ばれる大山脈。狩勝峠から襟裳岬ま
で続く約 150km の山並みは、ナイフリッジが多く見られる稜線、さらに氷河地形のカールが広がる
険峻な地形をしているのが特徴です。ユーラシアプレートに北米プレートが乗り上げるようにして、
日高山脈は誕生しました。それと同時に、これまで地球の奥底にあった地層が姿を現しました。浅
い地層から深い地層までがきれいに順序よく並んでいるのが日高山脈の特徴で、これは世界的にも
貴重な光景となっています。未整備の登山道も多く残り、北日高、中日高、南日高の 3 つのエリア
に大別され、最高峰は北日高エリアに属する標高 2,052m の幌尻岳です。 

現在は、日高山脈襟裳国定公園として指定をされており、山域は日本最大の国定公園となってい
ます。特にアポイ岳は、低山ながらヒダカソウなどの珍しい
高山植物が見られることで有名です。 

現在、日高山脈襟裳国定公園の国立公園化について作業が
進められており、地元としても大きな期待を寄せているとこ
ろであります。雄大な山並みが登山客を魅了していますが、
これからは、この日高のシンボルをどのように保護し、地域
に活かし、また貴重な財産として世界に発信していくことを
目指します。 

 
 

  

レ・コード館（新冠町） 
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●アイヌ文化 
北海道で人類が暮らし始めたのは約 3 万年前で、

アイヌ文化が生まれたのは 600～700 年前（鎌倉～
室町時代）であったと言われています。鎌倉時代か
ら蝦夷地への和人の移住が増えるにつれてアイヌ
との衝突が起こるようになります。この時代は、シ
ベチャリ（静内）川では砂金が取れ、多数の和人が
入り込んでおり、また、アイヌの人々と松前藩との
交流も行われていました。明治以前の先住の民は、
海沿いの丘に住居を作り、河海に魚介、山野に鳥獣
狩りを行っていましたが、松前藩の介入により各地漁場を分割し独占が行われ、やがて場所貿易の
独占権を商人に委託しました。そして、これまでにもアイヌ間にあった交易時の不平等な交換率な
どの反感が一気に高まり、争いへと発展しました。松前藩は支配地域を拡大するとともに、アイヌ
の人々を支配下に治め、アイヌの人々が自発的に収穫した産物の交易を行っていましたが、その後、
アイヌの人々は和人の要求する産物の収穫や和人の漁場の労働者となっていきました。その後、時
代とともに民族の同化が進められて苦難の生活を強いられながらも、アイヌ民族独自の伝統文化を
継承し、先住権を取り戻すために、忍耐強い努力が続けられました。現在、差別と困窮の元凶と言
われた「旧土人保護法」が廃止され（平成 7 年）、日本初の民族法である「アイヌ文化振興法」が内
容不十分ながらも成立したことは、アイヌの人々にとって民族として対等な立場を目指す第一歩を
踏み出したといえます。 
 
●馬文化 

日高地域は、北海道の中では気候も温暖で積雪も少ない地域で
すが、濃霧発生地帯でもあり、火山灰地が厚く被覆しています。そ
のため、農業の中でも特に畜産業に適しており、古くから馬産地
として位置付けられていました。明治 5 年に、小型馬を大型化し
て広く用役に遣わせるため「新冠牧場」が開設され、新冠町・旧静
内町（現・新ひだか町）にまたがる約 7 万 ha の広大な牧場を整備
し、北海道馬産政策の拠点として位置付けていました。 

現在、日高地域は全国の軽種馬生産頭数の約 80％を占めており、「優駿の
ふるさと」として全国に名を馳せています。オグリキャップなどの名馬が引
き続き誕生して活躍していますが、生産数では日高地域が胆振地域よりも多
いものの、G1 レースにおける過去 10 年の優勝馬は胆振地域の方が多くな
っており、日高地域においては強い馬づくりが課題となっています。 

現在、地方競馬としてホッカイドウ競馬が元気を取り戻しており、令和 3
年度の販売金額は、1 年間の販売額としてのレコードを更新しました。ホッ
カイドウ競馬の開催地である門別競馬場は、北海道唯一のナイター中心の競
馬場としてレースを開催しており、ライトを浴びて駆け抜ける優駿の姿を間
近で見ることができ、北海道の雄大な自然を感じながら、ナイトレースの興
奮とサラブレッドのロマンを楽しめます。  

牧場の馬 

アイヌ文化を伝える「二風谷アイヌ文化博物館」（平取町） 

ホッカイドウ競馬 
（門別競馬場(日高町)） 
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●水産業 
日高山脈西側に面した太平洋を主とした日高地域。山脈がもたら

す豊かな水産資源によって、日高地域では、1 年を通じて様々な漁
業が行われています。冬の寒さとともに始まるすけとうだら漁、こ
だわりの品質で地域ごとのブランドを持つ鮭の定置網漁、伝統的漁
法を続けるたこの空釣り網漁、他にも、季節ごとに、昆布、ツブ、
たらなどの魅力的な水産資源に恵まれています。この豊かな資源や
地域の特性を活かすためにも、日高地域では、種苗育成・放流や昆
布干し場の整備、水産技術の向上を目指しており、次世代へ資源を
引き継ぐための挑戦を続けています。 
 
●食 

日高地域には、四季を通じて美味しい食材であふれています。 
春は「春ウニ」が旬を迎え、日高地域の春はウニ漁の最盛期。日高昆布を食べて育ったウニは甘

みが濃く、身入りも良くて絶品です。「たこ」は、日高沖のプランクトンが豊富で道内産のうち約 2
割を占める全道一の生産地となっています。 

夏に採れる「夏イチゴ」として、浦河町と様似町で協力して生産
している「すずあかね」が、ケーキをはじめとするお菓子用として
高い評価を得ています。また、日高地域はトマトの栽培に適した冷
涼な気候なため「トマト」の産地にもなっています。 

冬の旬としては「銀聖（鮭）」が挙げられます。親潮と黒潮がぶ
つかる好漁場である日高地域で獲れた銀毛鮭の味は格別です。その
中でも特に大型で、銀一色の美しいものを「銀聖」としてブランド
化しています。サケの産地として有名な日高沖では、「いくら」の
味わいにも甘みとコクがあり、絶品です。同じく冬に漁獲される「毛
がに」も、身が引き締まり、濃い旨みと甘みを特徴とする、日高地
域を代表する冬の味覚となっています。そして「シシャモ」は、北
海道では太平洋沿岸の一部でしか獲れない幻の魚。艶やかな色合い
に、焼くと香ばしい香りで味わいがあります。 

また、日高地域では美味しい和牛が味わえます。「びらとり和牛」
は、平取町の凍てつく冬の寒さを乗り越えることで肉の旨味が濃縮
され、味が濃いのが特徴。「みついし牛」は、生まれたその日から、
1 頭 1 頭が最高の肉質を目指して大切に育てられる純粋な地元産
牛です。「こぶ黒」は、日高地域特産の昆布を食べて育った黒毛和
牛。昆布が赤身にコクを出し、肉の濃さを増します。「えりも短角
牛」は、低脂肪で滋味のある良質の赤身肉で、カロリーや脂肪量が
少ない上に肉の味を決めるアミノ酸が豊富です。 

  

夏イチゴ 

びらとり和牛（平取町） 

鮭の定置網漁（えりも町） 

日高地域で採れる昆布 

銀聖 
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●観光 
日本最後の山岳秘境と呼ばれる日高山脈と広大な太平洋に挟まれるように東西に連なる日高地域

には、様々な楽しみ方があります。 
「体験する」 

日高は全国のサラブレットの約 8 割を生産する馬産地で、馬産地の特色を活かした乗馬施設が
管内の各町にあります。また、平取町の「芽生すずらん群生地」は日本一の広さを誇る野生のす
ずらん群生地となっており、毎年 6 月にはすずらん鑑賞会が開かれます。さらに、海でのシーカ
ヤック（えりも町）、川での沙流川ラフティング（日高町）も楽しめます。 

「見る」 
襟裳岬（えりも町）、アポイ岳ジオパーク（様似町）、オオワシ・オジロワシウォッチング（浦

河町）、優駿さくらロード（浦河町）、二十間道路桜並木（新ひだか町）があり、訪れた人を感動
させ、楽しませています。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 ２．ルートの課題 

 

  ●人材確保と組織間の連携 
日高地域の 7 町全てが過疎地域であり、少子高齢化が進んでいるため、各町における事業の継続

が厳しくなってきています。これは、過疎化及び少子高齢化により、それを支えている人々が減少
していることが大きな要因として考えられます。また、通年型の観光地が少ないことから、観光や
観光客に対する、住民レベルの意識共有とボランティア的な参加が脆弱となっています。観光業界
と行政の間での連携はあるものの、ボランティアによる活動が中心となっており、これからのシー
ニックバイウェイの取り組みをどのように構築させていてくのか、また、長きにわたって継続させ
ていくことができるのか、大きな問題を抱えています。これには、今まで以上のマンパワーと各町・
各地域での連携を密にし、活動を展開していくことが重要となります。 
 
●連携のための情報共有 

日高地域は７町が横並びに位置し、「横」の連携が図りやすい位置付けとなっています。しかし、
各町それぞれでは地道な地域活動を継続しているものの、各町の間での情報共有が進んでいない現
状です。今後、各町における産業や観光等の魅力的な情報を、各町が単独で発信するのではなく、
管内の広域連携を念頭に置き、維持・管理の担い手不足を補い、来訪者はもとより地域住民も情報
と意識を共有できる取り組みが必要です。  

芽生すずらん群生地（平取町） オオワシウォッチング（浦河町） 夜の闇に浮かぶ「優駿さくらロード」（浦河町） 
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４ 地域資源 

 
●各町における地域資源 

 自然・環境 歴史・文化 食 体験など 

えりも町 

・襟裳岬 
・豊似湖 
・百人浜 
・庶野さくら公園 
・ゼニガタアザラシ 

・幌泉灯台記念塔 
・猿留山道 
・郷土資料館「ほろいず

み」・水産の館 

・ウニ 
・鮭 
・コンブ 
・いくら 
・カニ、タコ 

・風の館 
・豊似湖遊覧 
・森と湖の里 ふれ愛館 
・百人浜オートキャンプ場 
・鮭の飯寿司づくり体験 

様似町 

・アポイ岳 
・かんらん岩 
・高山植物 
・幌満峡 
・親子岩とソビラ岩 

・幌満川稲荷神社 
・ゴヨウマツ記念碑 
・等澍院 
・様似郷土館 

・ウニ 
・コンブ 
・カニ 
・鮭 
・ツブ 

・アポイ岳ジオパークビジタ
ーセンター 

・アポイ山麓パークゴルフ場 
･親子岩ふれ愛ビーチキャン

プ場 
・ホテルアポイ山荘 

浦河町 

・競走馬 
・天馬街道五色渓谷 
・オオワシ 
・オジロワシ 
・優駿さくらロード 

・元浦河教会 
・赤心社記念館 
・浦河町立郷土博物館「優

駿の門」 
・馬事資料館 

・イチゴ 
・鮭 
・コンブ 
・イカ 
・いくら 

・柏陽館 
・浦河町総合文化会館 
・オロマップキャンプ場 
・ う ら か わ 優 駿 ビ レ ッ ジ

AERU 
・イーグルウォッチング 

新ひだか町 

・二十間道路桜並木 
・道の駅みついし 
・ぺテガリ岳 
・競走馬 
・三石海岸の夕陽 

・シャクシャイン記念館 
・アイヌ民族資料館 
・龍雲閣 
・競走馬セリ市場 
・新ひだか町博物館 

・鮭 
・コンブ 
・いくら 
・ミニトマト 
・蜂蜜 

・ライディングヒルズ静内 
・静内温泉 
・みついし昆布温泉 
・観光周遊バス「ロマン・ロ

ード号」 
・みついしふれあいビーチキ

ャンプ場 
・競走馬のふるさと案内所 

新冠町 

・幌尻岳 
・新冠泥火山 
・競走馬 
・道の駅サラブレッ

ドロード新冠 

・レ・コード館 
・太陽の森 ディマシオ美

術館 
・サラブレッド銀座 
・新冠町郷土資料館 

・ピーマン 
・グリーンアスパラ 
・かぼちゃ 
・鮭 
・乳製品 

・判官館森林公園 
・にいかっぷポロシリ乗馬ク

ラブ 
・ツリークライミング 
・西泊津ヒルズパーク パー

クゴルフ場 
・新冠温泉「レ・コードの湯」 

日高町 

・日勝峠 
・沙流川源流原始林 
・神楽岡公園 
・競走馬 
・道の駅樹海ロード

日高 

・門別競馬場 
・日高町立日高図書館郷土

資料館 
・国立日高青少年自然の家 
・日高山脈博物館 

・シシャモ 
・鮭 
・いくら 
・コンブ 
・乳製品 

・沙流川温泉ひだか高原荘 
・門別温泉とねっこの湯 
・日高国際スキー場 
・北海道アウトドアアドベン

チャーズ 
・日高沙流川オートキャンプ

場 

平取町 

・幌尻岳 
・芽生すずらん群生

地 
・競走馬 
・沙流川 

・二風谷アイヌ文化博物館 
・沙流川歴史館 
・イザベラ・バードが辿っ

た道 
・義経神社 
・振内鉄道記念館 

・トマト 
・和牛 
・黒豚 
・寒づめほうれん草 

・二風谷工芸館 
・平取町アイヌ工芸伝承館

「ウレシパ」 
・びらとり温泉「ゆから」 
・幌尻岳登山 

  

 102



10 

５ ルートの活動体制及び目標・内容 

 

 １．ルート活動体制（案） 

 日高シーニックバイウェイでは、以下の体制で活動を行う。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代  表 日高管内商工会連合会 会 長 工藤  仁（様似町商工会長） 

副 代 表 日高管内商工会連合会 副会長 河原 秀幸（新ひだか町商工会長） 

副 代 表 日高管内商工会連合会 副会長 上田  守（日高町商工会長） 

理  事 えりも町商工会長・新冠町商工会長・平取町商工会長・浦河商工会議所会頭 

事 務 局 新ひだか町商工会 事務局長 渡辺 勝造 

実務者部会 
美しい景観づくり・活力ある地域づくり・魅力ある観光空間づくりのための企画・ 
立案を行う 

活動団体 各部会への参画や地域等との連携を行う 

 
  

 
ルート運営行政連絡会議 

関係する自治体・行政で構成 

 

連携 

教育機関（学校など） 

自治会・町内会 

助言・支援 

実務者部会 

活動団体 活動団体 活動団体 活動団体 活動団体 活動団体 

事務局 

副代表 

代表 

ルート代表者会議 
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２．活動目標と内容 

 
●活動目標と内容、課題 

活動分類 活動目標 具体的な活動内容 課  題 

景観 
地域の歴史・ 

自然環境を活かした 
景観づくり 

①ルートの景観診断 
 ・暮らしの景観調査 
 ・シーニックデッキの設置検討 
②地域の歴史・自然環境ポイントの発信 
③景観に配慮したビューポイント 

案内の検討（案内サインの企画） 
④道路河川清掃活動 

・人材の確保 
・ボランティアの拡大 
・ホスピタリティの 

向上 
・看板等の設置 
・資源の発掘 

地域 
地域の特性と文化を 

活かした 
地域づくり 

①日高シーニックバイウェイ広報 
ツールの作成・情報発信（HP・SNS 等） 

②ロードマップの作成 
 ・地域の歴史や文化に関する情報整理 
 ・地域の食や花に関する情報整理 
 ・地域の芸術に関する情報整理 
 ・地域イベントに関する情報整理 
③道の駅と連携した地域づくり 
④文化や歴史・芸術・食と連携した 

地域づくり 

・人材の確保 
・ボランティアの拡大 
・歴史・文化の整理 

観光 
地域産業と特性を 

活かした 
観光空間づくり 

①サイクルツーリズム 
②ラーニングツーリズム 

（体験型ツーリズム） 
・日高物語観光の実施検討 
・「沙流（さる）ユーカラ街道」、「優駿

浪漫街道」、「とんがりロード」にお
ける街道観光の実施検討 

・食観光の実施検討 
③フラワーツーリズムの実施検討 
 ・例）「日高さくら十景」の活用など 
④各種イベントとの連携 

・人材の確保と育成 
・ボランティアの拡大 
・ホスピタリティの 

向上 
・受入体制の整備 
・情報収集、 

情報発信の整備 
・イベントの日程調整 
・国際化への対応 
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６ ルートの活動団体 

 

１．活動団体一覧 

No. 活動範囲 活 動 団 体 名 代 表 者 
１ えりも町 えりも町商工会 大坂 庄吉 
２ えりも町 えりも建設協会 坂田  充 

３ えりも町 えりも町青年団体連盟 吉田 祐一 

４ えりも町 あけぼの自治会 川村 一治 
５ 様似町 様似町商工会 工藤  仁 

６ 様似町 様似建設協会 池田 尚登 

７ 様似町 花を植える会 辻  玲子 
８ 浦河町 浦河商工会議所 上田 正則 

9 浦河町 浦河建設協会 手塚 純一 

10 浦河町 一般社団法人 浦河観光協会 木田 尚孝 

11 新ひだか町 新ひだか町商工会 河原 秀幸 
12 新ひだか町 一般社団法人 新ひだか観光協会 佐藤 雅裕 

13 新ひだか町 新ひだか建設協会 幌村  司 

14 新ひだか町 みついし花遊会 漆原寿美子 
15 新冠町 新冠町商工会 中山 智仁 
16 新冠町 新冠建設協会 佐藤 淑人 
17 新冠町 新冠町観光協会 中山 智仁 

18 新冠町 新冠判官太鼓保存会 橋本 正美 
19 新冠町 新冠郷土文化研究会 乾  芳宏 
20 新冠町 中央自治会 中村 陸男 
21 新冠町 北星自治会 鹿野 慎二 
22 日高町 日高町商工会 上田  守 
23 日高町 日高町建設協会 加藤 義昭 

24 日高町 日高地域活性化協議会 大野 正夫 

25 平取町 平取町商工会 櫻井 幹也 

26 平取町 平取町建設協会 津川  司 

27 日高町・平取町 特定非営利活動法人 沙流川愛クラブ 工藤 正史 

28 日高町・平取町 イザベラ・バードの道を辿る会 金子 正美 

29 日高管内全域 日高信用金庫 大沼 孝司 

30 日高管内全域 日高建設協会 池田 尚登 

31 日高管内全域 北海道サイクリング協会日高支部日高サイクリング協会 石井 健一 
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２．活動団体概要 

 
  

活動団体 えりも町商工会
・商店街の活性化 景観 地域 観光
・創業支援や他企業への経営支援
・観光イベント開催支援や各団体等へのイベント活動の支援
・地域の美化や緑化
・地域の環境保全

活動範囲
活動団体 えりも建設協会

・建設業は、地域の基幹産業であり地域経済の活性化に取り組んでいる 景観 地域 観光
・雇用の確保に貢献
・災害発生時には、住民の安全確保するため応急復旧活動に取り組んでいる
・住民の生活道路の監視に取り組んでいる
・年に一度の、道道・町道・観光地周辺（襟裳岬）の道路清掃を実施

活動範囲
活動団体 えりも町青年団体連盟

・町外から訪れる方々への「おもてなし」としての環境美化・景観美化を実
 施している

景観 地域 観光

・年に一度の、国道及びポートサイト小公園周辺の清掃及び植栽活動を実施
 している

● ● ●

活動範囲
活動団体 あけぼの自治会

・景観美化のための植栽及び除草 景観 地域 観光

活動範囲
活動団体 様似町商工会

・商店街の活性化 景観 地域 観光
・創業支援や他企業への経営支援
・観光イベント開催支援や各団体等へのイベント活動の支援
・地域の美化や緑化
・地域の環境保全

活動範囲
活動団体 様似建設協会

・建設業は、地域の基幹産業であり地域経済の活性化に取り組んでいる 景観 地域 観光
・雇用の確保に貢献
・災害発生時には、住民の安全確保するため応急復旧活動に取り組んでいる
・環境美化のための清掃活動を実施
・住民の生活道路の監視に取り組んでいる

活動範囲
活動団体 花を植える会

・花を植栽する活動により、「地域活性」、「景観づくり」の構築を図る 景観 地域 観光
・景観美化のための清掃、除草、花の手入れ植栽
・国道沿いに花植え作業を毎月7日間程度実施（5～10月まで）

活動範囲

●●●

●●●

様似町

様似町

●

様似町

● ● ●

 年に一度の、約1,000本の町道沿線の花植え及び7月から9月までの3回の除
 草作業

●

● ● ●

えりも町

えりも町

えりも町

えりも町

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動分類

活動分類

活動分類

活動分類

1

2

3

4

● ●

● ●

活動分類

活動分類

活動分類

5

6

7 活動概要
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活動団体 浦河商工会議所
・地域経済社会の新興・発展や社会福祉の増進を目的 景観 地域 観光
・経営相談サービスの実施
・商工業に関して、相談に応じ、及び指導を行っている
・商工業に関する講演及び講習会を開催
・商工業に関して、観光事業の改善発達を図る

活動範囲
活動団体 浦河建設協会

・建設業は、地域の基幹産業であり地域経済の活性化に取り組んでいる 景観 地域 観光
・雇用の確保に貢献
・災害発生時には、住民の安全確保するため応急復旧活動に取り組んでいる
・住民の生活道路の監視に取り組んでいる
・年に一度の、国道周辺及び観光地周辺の清掃活動

活動範囲
活動団体 一般社団法人 浦河観光協会

・観光行事の共催・後援 景観 地域 観光
・まつり、イベントでの観光キャンペーン
・観光情報の発信
・観光ガイドマップの発行
・観光グッズの販売等

活動範囲
活動団体 新ひだか町商工会

・商店街の活性化 景観 地域 観光
・創業支援や他企業への経営支援
・観光イベント開催支援や各団体等へのイベント活動の支援
・地域の美化や緑化
・地域の環境保全

活動範囲
活動団体 一般社団法人 新ひだか観光協会

・観光行事の共催・後援 景観 地域 観光
・まつり、イベントでの観光キャンペーン
・観光情報の発信
・観光ガイドマップの発行
・観光グッズの販売等

活動範囲
活動団体 新ひだか建設協会

・建設業は、地域の基幹産業であり地域経済の活性化に取り組んでいる 景観 地域 観光
・雇用の確保に貢献
・災害発生時には、住民の安全確保するため応急復旧活動に取り組んでいる
・景観美化のための清掃活動を実施
・住民の生活道路の監視に取り組んでいる

活動範囲

活動分類

活動分類

新ひだか町

8 活動概要

浦河町

9

10

11

12

活動分類

13 活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

新ひだか町

浦河町

浦河町

● ● ●

●●●

活動分類

活動分類

活動分類

●●●

●●●

●●●

新ひだか町

●●●
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活動団体 みついし花遊会
・景観美化のための植栽及び清掃 景観 地域 観光

活動範囲
活動団体 新冠町商工会

・商店街の活性化 景観 地域 観光
・創業支援や他企業への経営支援
・観光イベント開催支援や各団体等へのイベント活動の支援
・地域の美化や緑化
・地域の環境保全

活動範囲
活動団体 新冠建設協会

・建設業は、地域の基幹産業であり地域経済の活性化に取り組んでいる 景観 地域 観光
・雇用の確保に貢献
・災害発生時には、住民の安全確保するため応急復旧活動に取り組んでいる
・景観美化のための清掃活動を実施
・住民の生活道路の監視に取り組んでいる

活動範囲
活動団体 新冠町観光協会

・観光行事の共催・後援 景観 地域 観光
・まつり、イベントでの観光キャンペーン
・観光情報の発信
・観光ガイドマップの発行
・観光グッズの販売等

活動範囲
活動団体 新冠判官太鼓保存会

・和太鼓の演奏活動を通じた地域のPR活動 景観 地域 観光
・地域の人や来訪者が明るく快い気持ちになる環境づくり
・地域へのシーニックバイウェイの周知

活動範囲
活動団体 新冠郷土文化研究会

・年に一度の判官舘森林公園の国道周辺のツツジ植栽、周辺草刈り 景観 地域 観光
・新冠町郷土資料館前庭の清掃
・ふるさとの木の周知

活動範囲
活動団体 中央自治会

・春、秋（年2回）の自治会活動の一環とした住環境美化のための特別清掃 景観 地域 観光
・交通安全対策を含めた交差点周辺の草刈り
・道道沿線に植栽（プランター設置）
・地域へのシーニックバイウェイの周知

活動範囲

活動分類

活動分類

活動分類

新冠町

新ひだか町

●

●●●

●●

活動分類

活動分類

活動分類

活動分類

16

17

18

19

20

14

15

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

●●●

●

●●●

●●●

新冠町

新冠町

新冠町

 年に2度、春と夏に国道235号三石本町地区の道路沿いの植栽桝に植栽及び
 清掃管理を実施
・町外から訪れる方々に良い印象を持ってもらうため環境美化・景観美化を
 実施している

新冠町

新冠町

●●●

●●
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活動団体 北星自治会
・年に一度、国道周辺及びレ・コードパーク周辺の清掃及び植栽 景観 地域 観光

活動範囲
活動団体 日高町商工会

・商店街の活性化 景観 地域 観光
・創業支援や他企業への経営支援
・観光イベント開催支援や各団体等へのイベント活動の支援
・地域の美化や緑化
・地域の環境保全

活動範囲
活動団体 日高町建設協会

・建設業は、地域の基幹産業であり地域経済の活性化に取り組んでいる 景観 地域 観光
・雇用の確保に貢献
・災害発生時には、住民の安全確保するため応急復旧活動に取り組んでいる
・景観美化のための清掃活動を実施（舗道、植樹帯の雑草及び土砂の除去）
・住民の生活道路の監視に取り組んでいる

活動範囲
活動団体 日高地域活性化協議会

・地域資源を活用した町民ガイドによるecoウォーキング 景観 地域 観光
・移住生活体験ハウス利用者に対する町内観光名所等の案内
・沙流川渓谷の紅葉や観光事業所を利用した参加者への観光ガイドツアー

活動範囲
活動団体 平取町商工会

・商店街の活性化 景観 地域 観光
・創業支援や他企業への経営支援
・観光イベント開催支援や各団体等へのイベント活動の支援
・地域の美化や緑化
・地域の環境保全

活動範囲
活動団体 平取町建設協会

・建設業は、地域の基幹産業であり地域経済の活性化に取り組んでいる 景観 地域 観光
・雇用の確保に貢献
・災害発生時には、住民の安全確保するため応急復旧活動に取り組んでいる
・景観美化のための清掃活動を実施
・住民の生活道路の監視に取り組んでいる

活動範囲

活動分類

活動分類

活動分類

活動分類

活動分類

活動分類

26

22

23

24

25

21

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

日高町

日高町

平取町

平取町

●●●

●●

新冠町

●●●

●●●

●●●

●●●

●

・レ・コードパーク周辺の清掃及び植栽の手入れは、周辺の居住者により日
 常的に行われている

・地域資源であるチロロの巨岩の石磨きと周辺草刈り、石の道しるべの周辺
 草刈り・清掃活動

日高町
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活動団体 特定非営利活動法人 沙流川愛クラブ
・沙流川環境整備事として沙流川の河川清掃を実施 景観 地域 観光

活動範囲
活動団体 イザベラ・バードの道を辿る会

景観 地域 観光

活動範囲
活動団体 日高信用金庫

景観 地域 観光

・国道等の植栽及び清掃活動については、単独や地域団体と連携して実施
活動範囲
活動団体 日高建設協会

景観 地域 観光

・建設業の社会的使命の重要性並びに地位向上に関する啓発・社会奉仕活動
活動範囲
活動団体 北海道サイクリング協会日高支部日高サイクリング協会

景観 地域 観光

・サイクリング道路としての調査研究を実施

活動範囲

活動分類

活動分類

活動分類

日高管内全域

29 活動概要

日高管内全域

30

活動分類

28

27

31

活動概要

活動概要

活動概要

活動概要

日高管内全域

●●●

・地域社会の一員として地元の中小企業や住民との絆とネットワークを形成
 し、事域経済の持続的発展に努めている（本・各支店で事業展開）

活動分類

平取町・日高町

●●●

日高町・平取町

● ● ●

・地域貢献活動…文化・環境・教育といった面も視野に入れ、広く地域社会
 の活性化に向け取り組んでいる（文化活動、奉仕活動、イベント参加、ス
 ポーツ振興、環境美化活動）

・建設業における技術の向上と経営の改善を図り、労働・交通災害防止に努
 めている
・生活と産業に係る地域整備を通じて地域生活に密着した基盤づくりに貢献
 すると共に地域の守り手として幅広い事業活動を展開している

●●●

●●●

・平取部会では、道内各地のイザベラバードの足跡を辿る活動の「旅の終着
 地」を背景とし、地域の自然・文化・歴史が再認識されることを目指して
 フットパスコースの整備や・維持・解説看板の設置、フットパス・イベン
 トや広報活動を続けている
・各種ツアーの開催のほか、来訪者が自由にフットパスを利用できるように
 マップや小冊子等により広報活動を強化している
・ツアーイベントでは「アイヌの星座文化」に関するワークショップを開催
 するなど、当地ならではの独創的な活動を続けている
・イザベラバードの旅した足跡は、かつての陸上交通の基幹道であり、現在
 の国道などの主要基幹道路となっている。このルートの今昔を、線形のみ
 ならず、地形や産業や文化など、多方面から見直すことで北海道の開拓の
 歴史や、アイヌ文化に触れる貴重な機会として活動を続けている

・生涯スポーツとしてのサイクリングの普及と振興、国民の健康増進と生活
 環境の向上に資することを目的とする

・一般道路（国道等）において、サイクリングを実施することにより車では
 気付かない箇所への確認通報により、道路管理者との連携を行っている

・沙流川湖畔林植栽活動としては、サーモンパーク場内においてエゾヤマ桜
 やアカエゾマツ等の植栽を実施
・オコタン川湿原周囲環境整備活動については、ミズバショウやヘイケホタ
 ルが自生している。魚類・ホタルの生息環境エリアを広げることを目的に
 オコタン川湖畔林植樹として多様な植樹を実施
・日高源流域国有林枝打ち活動については、トドマツの枝打ちを行っており
 「自らの水源の木々」が大きく育つよう枝打ち作業を実施
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７ ルートの活動計画（案） 

 

１．候補ルート申請に向けた活動経過 

シーニックバイウェイ講演会（平成 26 年 9 月）の開催をはじめとして、以降、数回の勉強会や先
進地視察等を実施し、令和元年 8 月に準備会を開催しています。令和 3 年 3 月には、日高シーニッ
クバイウェイルート代表者会議を正式に設立し、候補ルート申請に向けた準備を進めてきました。
具体的な経過は下記の通りです。 

 
１．平成 26 年 9 月 1 日 

・新冠観光協会設立５０周年記念講演会にてシーニックバイウェイ講演会を開催 
２．平成 26 年 12 月 5 日 

・勉強会 in 平取／ワーキンググループディスカッションを実施 
３．平成 27 年 1 月 28 日 

・勉強会 in 新ひだか／ワーキンググループディスカッションを実施 
４．平成 27 年 2 月 25 日 

・勉強会 in 様似／ワーキンググループディスカッションを実施 
５．平成 28 年 7 月 13 日 

・勉強会 in 新ひだか／協会立上げに向け参加者の賛同を得る 
６．平成 30 年 2 月 9 日 

・勉強会 in 浦河 
７．平成 30 年 9 月 7 日 

・十勝シーニックバイウェイ南十勝夢街道視察（先進地視察）・中札内村商工会訪問 
８．令和元年 5 月 29 日 

・令和元年度 第１回支笏洞爺ニセコルート代表者会議／オブザーバーとして参加 
９．令和元年 6 月 13 日 

・日高管内事務局長連絡会議にてシーニックルート勉強会を開催／北海道商工会連合会 
10．令和元年 8 月 9 日 

・第１回シーニックバイウェイ運営代表者会議準備会開催 
11．令和元年 10 月 23 日 

・日高管内商工振興研修会（札幌開催）にてシーニックバイウェイ講演会を開催 
    ／講師…釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイルート 代表 桐木茂雄氏 
  12．令和 3 年 3 月 30 日 

・日高シーニックバイウェイルート代表者会議設立総会を開催 
 13．令和 3 年 6～7 月 

・日高シーニックバイウェイ各町参加団体への説明 
  14．令和 3 年 7 月 21 日 

・シーニックバイウェイについての勉強会を開催 
／主催：プログレス日高 
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  15．令和 3 年 12 月 1 日 
 ・日高シーニックバイウェイルート代表者会議 

第 1 回実務者部会を開催 
  16．令和 4 年 1 月 31 日 

 ・日高シーニックバイウェイルート代表者会議 
第 2 回実務者部会を開催 

  17．令和 4 年 3 月 23 日 
 ・令和 3 年度 

第 1 回日高シーニックバイウェイルート代表者会議を開催 
  18．令和 4 年 7 月 21 日 
   ・室蘭開発建設部、北海道開発技術センター、新ひだか町商工会（事務局）での 3 者打合せ 
  19．令和 4 年 8 月 1 日 

 ・令和 4 年度 第１回日高シーニックバイウェイルート代表者会議を開催／参加団体：7 団体 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

第 2 回実務者部会の様子 

第 1 回ルート代表者会議の様子 
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２．今後の活動予定（案） 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

● ● ● ●

● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

地域の歴史・
自然環境を活かした

景観づくり

地域の特性と文化を
活かした

地域づくり

②ロードマップの作成

①日高シーニックバイウェイ広報ツールの作成・情報発信
 （HP・SNS等）

ルート指定に向けた申請書の作成等

ルート運営代表者会議

実務者部会・ワーキンググループ等

④各種イベントとの連携

①ルートの景観診断

令和4年 令和5年
活動内容活動目標

会議等

④道路河川清掃活動

②地域の歴史・自然環境ポイントの発信

③景観に配慮したビューポイント案内の検討
 （案内サインの企画）

地域産業と特性を
活かした

観光空間づくり ③フラワーツーリズムの実施検討

②ラーニングツーリズム（体験型ツーリズム）

①サイクルツーリズム

④文化や歴史・芸術・食と連携した地域づくり

③道の駅と連携した地域づくり
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３．指定ルートの提案に向けて 

 
日高シーニックバイウェイでは、候補ルート登録後も引き続き、加入団体を募集します。各種活

動を展開しながら他分野の仲間づくりを行い、概ね 2～3 年後のルートを目指します。 
さらに、指定ルートの提案に向けては、自治体などの行政機関との連携も不可欠と考えます。当

ルートでは、日高シーニックバイウェイ運営代表者会議準備会での活動段階から、日高管内 7 町と
観光協会を訪問し、日高地域におけるシーニックバイウェイ活動の周知と連携について意見交換を
行っており、引き続き、管内の自治体との連携体制を構築していきます。また、準備会からオブザ
ーバー参画いただいている日高振興局においても、引き続き、ルート活動の応援者として参画いた
だき、オール日高で活動を展開し、指定ルートの提案に向けて熟度を高めていきます。 
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８ 写真提供元一覧 

日高シーニックバイウェイルート運営活動計画骨子を作成するにあたり、提供いただいた写真と提
供元は、下記の通りです。 

表紙 

    
提供先 えりも町 様似町 浦河町 新ひだか町 

表紙 

   

 

提供元 新冠町 日高町 平取町  

１ ルートのエ

リア及び概要 
   

 

提供元 様似町 浦河町 様似町  

２ ルート名称

とテーマ 
   

 

提供元 新ひだか町 新ひだか町 新ひだか町  

３ ルートの特

性と課題 
    

提供元 新冠町 平取町 平取町 新ひだか町 

３ ルートの特

性と課題 
    

提供元 日高町 えりも町 浦河町 浦河町 

３ ルートの特

性と課題 
    

提供元 新ひだか町 平取町 平取町 浦河町 

３ ルートの特

性と課題 
 

   

提供元 浦河町    
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